
本
年
４
月
１
日
よ
り
法
学
研
究
科
長
・
法

学
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
た
め
、
同

窓
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
岩
手
県
盛
岡
市
生
ま
れ

で
（
戸
澤
家
は
南
部
藩
の
宮
大
工
の
家
系
で

本
家
筋
は
現
在
も
建
設
業
を
営
ん
で
お
り
ま

す
）、
今
は
吸
収
合
併
さ
れ
た
某
電
機
会
社

の
営
業
マ
ン
で
あ
っ
た
亡
父
が
東
北
各
地
を

転
々
と
し
た
た
め
、
５
年
間
住
ん
だ
山
形
市

を
は
じ
め
東
北
各
地
に
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
鉄
の
機
関
士
で
あ
っ
た
伯
父
の
影

響
で
幼
少
期
か
ら
現
在
ま
で
国
内
外
の
鉄
道

旅
行
を
続
け
て
お
り
、
地
酒
と
共
に
そ
の
土

地
の
来
し
方
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
が
至
福

の
時
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
後
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
法
文
学
部
創
設
一
〇
〇
周

年
（
東
北
大
学
一
一
五
周
年
）
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
法
学
部
と
し
て
も
い
く
つ
か
の

事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
19
年
の

東
北
大
学
百
周
年
の
際
に
は
全
11
巻
か
ら
成

る
『
東
北
大
学
百
年
史
』
が
編
纂
さ
れ
、
そ

の
中
に
「
部
局
史
」
も
含
ま
れ
て
お
り
詳
細

な
内
容
の
も
の
で
す
が
、
や
や
取
っ
つ
き
に

く
い
き
ら
い
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
次

の
周
年
事
業
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
各
時
期

を
象
徴
す
る
よ
う
な
コ
ラ
ム
や
コ
ン
テ
ン
ツ

を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
多
角
的
に

振
り
返
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
世
界
に
伍
す
る
研
究
大
学
た
る
「
国
際

卓
越
研
究
大
学
」（
い
わ
ゆ
る
「
10
兆
円
大
学

フ
ァ
ン
ド
」）
の
公
募
を
控
え
、産
学
連
携
や

寄
付
な
ど
で
年
３
％
の
事
業
成
長
が
求
め
ら

れ
る
状
況
と
も
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら

も
周
年
事
業
を
契
機
に
東
北
大
学
基
金
の
強

化
や
海
外
同
窓
生
と
の
連
携
強
化
が
全
学
で

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し

た
ス
キ
ー
ム
は
人
文
社
会
系
の
研
究
科
・
学

部
に
は
必
ず
し
も
相
応
し
く
な
い
点
も
多
々

あ
る
と
感
じ
な
い
わ
け
で
も
な
い
で
す
が
、

研
究
・
教
育
環
境
の
向
上
や
同
窓
会
と
の

連
携
強
化
な
ど
「
い
い
と
こ
ど
り
」
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
上
の

よ
う
に
今
次
の
周
年
事
業
に
は
同
窓
会
の
皆

さ
ま
の
ご
助
力
を
仰
が
な
く
て
は
い
け
な
い

と
こ
ろ
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
間
、
コ

ロ
ナ
禍
で
同
窓
会
の
各
支
部
総
会
な
ど
ほ
と

ん
ど
の
会
合
が
中
止
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン

川
内
だ
よ
り

川
内
だ
よ
り

会
　
長
　
戸
　
澤
　
英
　
典
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と
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
今

年
中
に
は
リ
ア
ル
に
（
か
つ
楽
し

く
）
皆
さ
ま
の
お
目
に
か
か
れ
る

機
会
を
順
次
再
開
で
き
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

学
部
・
研
究
科
の
近
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
の
間
、
成
瀬
幸
典

前
法
学
研
究
科
長
・
法
学
部
長
の

下
、
オ
ン
ラ
イ
ン
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
授
業
の
提
供
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
苦
心
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
出
口
が

見
え
て
き
た
の
か
な
と
（
本
稿
執

筆
時
に
は
）
個
人
的
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
４
月
の
入
学
式

や
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
２
年
ぶ
り
に
対
面
で
行
い
、
施

設
の
利
用
制
限
な
ど
も
緩
和
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
起
き
た
本
年
３
月
16
日
の
福
島

県
沖
地
震
で
は
、
総
合
講
義
棟
に

天
井
パ
ネ
ル
の
落
下
な
ど
大
き
な

被
害
が
生
じ
、
立
ち
入
り
禁
止
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
応
急
復
旧

に
よ
り
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
後
に
設

計
・
竣
工
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
２
月
13
日

の
地
震
に
続
き
大
き
な
被
害
が
出

た
こ
と
か
ら
、
今
年
夏
～
秋
に
改

し
て
、
令
和
３
年
10
月
１
日
に

金
子
智
樹
准
教
授
（
現
代
政
治
分

析
）
を
、
本
年
３
月
１
日
に
井
上

泰
人
教
授
（
国
際
私
法
）
を
、
本

年
４
月
１
日
に
脇
田
将
典
准
教
授

（
商
法
）
お
よ
び
石
川
真
衣
准
教

授
（
商
法
）
を
お
迎
え
し
て
お
り

ま
す
。
金
子
准
教
授
は
東
京
大
学

大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
で
政

治
過
程
論
を
専
攻
さ
れ
た
新
進
気

鋭
の
政
治
学
者
で
あ
り
、
対
照
的

に
井
上
教
授
は
裁
判
官
を
務
め
る

傍
ら
国
際
私
法
の
分
野
で
研
究
業

績
を
積
み
重
ね
、
こ
の
度
学
究
の

道
に
転
身
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

脇
田
准
教
授
は
金
沢
大
学
か
ら
、

石
川
准
教
授
は
公
益
財
団
法
人
日

本
証
券
経
済
研
究
所
か
ら
着
任
さ

れ
た
商
法
研
究
者
で
あ
り
、
今
後

の
本
研
究
科
の
研
究
・
教
育
を
支

え
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

逸
材
で
す
。

他
方
、
本
年
３
月
末
に
吉
原
和

志
教
授
（
商
法
）
が
退
職
さ
れ
、

島
田
明
夫
教
授
（
都
市
法
）
が
定

年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
吉
原
先
生

は
商
法
ス
タ
ッ
フ
の
柱
と
し
て
本

研
究
科
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
島

田
先
生
は
震
災
復
興
に
関
す
る
一

連
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
公
共

政
策
大
学
院
を
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
４
月
に
得

津
晶
教
授
が
一
橋
大
学
に
、
坂
下

陽
輔
准
教
授
が
慶
應
義
塾
大
学
に

転
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
研
究

環
境
で
の
飛
躍
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

実
務
家
の
先
生
方
の
異
動
も
ご

ざ
い
ま
し
た
。
公
共
政
策
大
学
院

で
は
、
農
林
水
産
省
か
ら
来
ら
れ

て
い
た
仙
台
光
仁
教
授
が
令
和
３

年
６
月
末
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら

来
ら
れ
て
い
た
橋
本
敬
史
教
授
が

令
和
３
年
７
月
に
、
本
学
を
去
ら

れ
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
、
令
和
３

年
７
月
に
松
村
孝
典
教
授
（
農
林

水
産
省
）、御
手
洗
潤
教
授
（
国
土

交
通
省
）、
８
月
に
坪
原
和
洋
教

授
（
警
察
庁
）、
９
月
に
藤
田
一

郎
教
授
（
厚
生
労
働
省
）
が
そ
れ

ぞ
れ
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
法
科
大

学
院
で
は
、
佐
藤
裕
一
教
授
（
弁

護
士
）
が
本
年
３
月
末
に
本
学
を

辞
職
さ
れ
、
代
わ
っ
て
曽
我
陽
一

教
授
（
弁
護
士
）
が
４
月
に
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
産
学
連
携
や
社
会

実
装
の
推
進
が
大
学
に
求
め
ら
れ

る
中
、
優
れ
た
実
務
家
を
お
招
き

し
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
の
研
究

を
推
進
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

助
教
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
畑

柊
子
氏
（
行
政
法
）
が
令
和
３
年

９
月
に
成
蹊
大
学
に
就
職
し
、
日

高
薫
氏
（
国
際
関
係
論
）
が
本
年 

３
月
末
で
筑
波
大
学
に
転
出
い
た

し
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
、
本
年

４
月
に
山
田
祥
子
助
教
（
政
治
哲

学
・
政
治
理
論
）
お
よ
び
湯
本
あ

ゆ
み
助
教
（
民
法
）
を
採
用
い
た

し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
３

年
10
月
23
日
に
坂
田
宏
教
授
（
民

事
訴
訟
法
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
坂
田
先
生
と
私
は
研
究
室
が

お
隣
で
あ
り
、
ま
た
教
務
委
員
会

で
ご
一
緒
す
る
こ
と
も
多
く
、
何

よ
り
も
学
生
の
こ
と
を
親
身
に
考

え
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
て
お
り

ま
し
た
。
坂
田
先
生
の
本
研
究
科

に
お
け
る
ご
功
績
と
、
自
ら
の
前

夜
式
・
葬
儀
式
の
式
次
第
を
旧
知

の
牧
師
さ
ん
と
打
ち
合
わ
せ
て
い

た
と
い
う
常
に
前
向
き
な
精
神
に

最
大
限
の
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
改

め
て
私
自
身
も
精
一
杯
生
き
、
本

法
学
研
究
科
・
法
学
部
に
も
何
か

し
ら
の
貢
献
を
為
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
至
ら
ぬ
点
も
あ

良
復
旧
工
事
を
行
う
よ
う
大
学
本

部
に
働
き
か
け
、「
大
学
債
を
発 

行
し
て
で
も
改
良
復
旧
す
る
」
と

大
野
総
長
の
言
質
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
も
終
息
ま
で
は
未
だ
予

断
を
許
さ
ず
、
大
規
模
地
震
や
自

然
災
害
へ
の
不
断
の
備
え
も
必
要

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
災
厄
を
乗
り

越
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
に
教
員
の
異
動
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
１
日
に
、
井
上

和
治
准
教
授
（
刑
事
訴
訟
法
）、温

笑
侗
准
教
授
（
商
法
）、桑
村
裕
美

子
准
教
授
（
労
働
法
）
の
３
名
が

教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
中
で

も
、
桑
村
教
授
は
、
実
定
法
分
野

で
は
初
め
て
令
和
３
年
度
日
本
学

術
振
興
会
賞
お
よ
び
日
本
学
士
院

学
術
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
、
令
和

４
年
１
月
１
日
よ
り
「
東
北
大
学

デ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
リ

サ
ー
チ
ャ
ー
」
の
称
号
も
付
与
さ

れ
、
日
本
を
代
表
す
る
労
働
法
学

者
と
し
て
の
国
際
的
活
躍
を
始
め

て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
新
し
い
研
究
者
教
員
と
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東北大学大学院法学研究科教授

� 成　瀬　幸　典
� （Ｈ４年卒）

　東北大学法学部・法学研究科（以下「本研究科」）
は、これまで積極的に研究活動・教育活動に取り組
んでまいりました。研究面では、本研究科所属の教
員を構成員とする東北大学法学会を主体として、昭
和７年以降、約 90 年にわたって雑誌『法學』を公刊
してきました。『法學』は、日本の法学・政治学研究
を牽引する代表的な学術雑誌の一つとして、関連す
る学界において高い評価を得ています。また、法学
分野における理論と実務の架橋を図ると同時に、国
際的・先端的な研究の場を提供することを目的とし
て、平成 26 年には、雑誌『東北ローレビュー』を
創刊しました。同誌は電子ジャーナルとして、毎年、
少なくとも１号は発行することとし、現在 10 号まで
刊行しています。また、教育面では、法学部に法曹
コースと国際コースという２つのコースを設け、法
曹を志す学生と国際的に活躍することを希望する学
生に対して、それぞれの進路に有益な授業を多数提
供すると同時に、寄付金を原資とした基金を設け、そ
れぞれのコースの学生に対する経済的支援を実施し
ています。
　しかし、国立大学をとりまく財政状況はきわめて

厳しく、法曹コース・国際コースの学生に対する経
済支援が寄付金を原資とした基金に依拠しているこ
とが示しているように、研究活動・教育活動を発展
させていくために、独自に予算を確保する必要性が
高まっています。また、2020 年度から続くコロナ禍
における学生の支援として、本研究科では、学生に
対して、独自に Wi-Fi ルーターの貸し出し等の支援
を行いましたが、これらの予想外の出来事に適時・
適切に対応するための予算は十分なものとはいえ
ず、本研究科独自の備えのための予算を確保してお
くことの重要性を強く認識した次第です。
　そこで、本研究科では、研究教育活動の維持・継
続とさらなる発展のための財源を確保するため、令
和３年４月１日に東北大学基金の寄附メニューの１
つとして「法学部・法学研究科法学教育研究支援基
金」を立ち上げ、本研究科の教育・研究に対して、広
く社会のみなさまからの支援を受ける体制を整えま
した。同基金に対して頂戴したご支援は、本研究科
の教育・研究面における諸活動をはじめとした様々
な活動の原資として活用させていただきます。本研
究科のますますの発展のため、同窓生のみなさまの
厚いご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

法学部・法学研究科法学教育研究支援基金につきま
しては、下記の URL をご参照ください。
https://www.kikin.tohoku.ac.jp/project/support_
the_depertment/law

法学部・法学研究科法学教育研究支援基金へのご寄付のお願い

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
と
も

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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東
北
大
学
法
学
部
は
、１
９
２
２

年
に
創
設
さ
れ
た
東
北
帝
国
大

学
法
文
学
部
を
そ
の
源
と
し
、

１
９
４
９
年
に
新
制
の
法
学
部
と

し
て
改
組
さ
れ
て
今
日
に
至
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
今
年
は
、
東
北
大

学
創
立
115
周
年
に
加
え
て
、
法
文

学
部
が
創
設
さ
れ
法
学
系
講
座
が

開
設
さ
れ
て
100
年
、
総
合
大
学
と

し
て
歩
み
始
め
て
100
年
と
い
う
節

目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
を
始
め
ご
関
係
の
皆
様
の

ご
参
加
を
仰
ぎ
、
100
年
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
未
来
を
考
え
る
記

念
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
、
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
は
１
９
０
７
年
の
創
立
以

来
、「
杜
の
都
」
仙
台
に
お
い
て

「
研
究
第
一
」「
門
戸
開
放
」「
実
学

尊
重
」
の
理
念
を
掲
げ
、
卓
越
し

た
研
究
成
果
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
数
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
輩

出
し
、
人
類
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
三
つ
の

理
念
は
、
い
ま
も
本
学
の
羅
針
盤

で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。「
研
究
第

一
」
は
、
本
学
の
世
界
に
伍
す
優

れ
た
研
究
が
、
研
究
自
身
の
価
値

に
加
え
、
教
育
も
含
め
た
社
会
か

ら
の
信
頼
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
は
こ

の
４
月
に
「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（D

iversity, 
Equity and Inclusion

）
推
進
宣

言
」
を
行
い
、「
門
戸
開
放
」
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。「
実
学
尊
重
」
は

社
会
価
値
の
創
造
で
す
。
大
学
の

「
知
」
を
社
会
の
た
め
に
役
立
て

る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
自
身
が
公

共
財
と
し
て
の
機
能
を
拡
張
し
て

い
く
、
資
金
の
循
環
を
含
め
た
こ

の
よ
う
な
好
循
環
が
い
ま
本
学
で

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
世
界
は
大
き
な
変
動

期
に
あ
り
ま
す
。
気
候
変
動
や

頻
発
す
る
災
害
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
国
際
社
会

の
基
本
秩
序
を
揺
る
が
す
よ
う
な

難
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
本

学
は
、
２
０
１
８
年
に
「
最
先
端

の
創
造
、
大
変
革
へ
の
挑
戦
」
と

題
し
て
発
表
し
た
「
東
北
大
学
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
を
、
コ
ロ
ナ

禍
の
２
０
２
０
年
に
「
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略
」

と
し
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
リ
ア

ル
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
包
含
し
た
サ

イ
バ
ー
ス
空
間
を
活
用
し
グ
ロ
ー

バ
ル
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
大
学

と
な
る
べ
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
は
「
東
北

大
学
グ
リ
ー
ン
・
ゴ
ー
ル
ズ
宣

言
」
を
発
表
し
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
災
害
科
学

を
基
盤
に
、
社
会
と
と
も
に
あ
る

大
学
と
し
て
社
会
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
体
制
を
構
築
し
ま
し

法
文
学
部
設
置100

周
年
に
寄
せ
て

　

東
北
大
学
総
長大　

野　

英　

男

た
。
総
合
研
究
大
学
と
し
て
の
東

北
大
学
へ
の
期
待
が
か
つ
て
な
い

ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
今
日
、
卓
越

し
た
「
知
」
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
造
し
、
新
た
な
社
会
の
構
築

に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

一
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
法
学

部
・
法
学
研
究
科
は
、
優
れ
た
法

曹
人
材
、
民
間
企
業
を
は
じ
め
政

府
機
関
・
地
方
自
治
体
等
、
様
々

な
分
野
で
活
躍
す
る
法
政
ジ
ェ
ネ

ラ
リ
ス
ト
、
法
学
・
政
治
学
の

高
度
な
専
門
知
識
と
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
を
も
っ
て
時
代
を
切
り
拓

く
優
秀
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
「
法
律
に
偏
せ
ず
人
文
社

会
系
学
問
の
『
知
』
を
修
得
し
た

調
和
の
と
れ
た
知
識
人
」
養
成
の

伝
統
を
継
承
し
、
東
北
大
学
が
取

り
組
ん
で
い
る
持
続
可
能
な
未
来

社
会
の
実
現
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

本
学
な
ら
び
に
法
学
部
・
法
学

研
究
科
が
次
の
100
年
も
社
会
に
貢

献
し
て
行
く
た
め
に
は
、
同
窓
会

の
皆
様
の
お
力
添
え
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
今
後
と
も
本
学
へ
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
ぜ
ひ
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
一
昨
年
来
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
経

済
面
を
含
め
て
困
難
を
強
い
ら
れ

た
学
生
諸
君
も
少
な
か
ら
ず
お
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
同
窓

会
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
寄
附
と
温

か
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
本
学
を
代
表
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
８
月 

の
勅
令
に
よ
っ
て
東
北
帝
国
大
学

に
法
文
学
部
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
今
年
は
そ
れ
か
ら

ち
ょ
う
ど
百
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
百
年
の
歴
史
を
「
東
北
大
学

法
文
学
部
略
史
」、「
東
北
大
学
百

年
史
」
及
び
「
同
窓
会
50
周
年
記

念
誌
」「
同
窓
会
報
」
を
紐
読
い
て

概
略
し
ま
す
。

前
史大

正
８
（
１
９
１
９
）
年
第
41

回
帝
国
議
会
で
東
北
帝
国
大
学
に

法
学
部
を
設
置
す
る
議
案
が
通
過

し
た
が
、
そ
の
後
の
貴
族
院
で
の

付
帯
決
議
で
「
法
律
に
偏
せ
ず
広

く
人
文
系
の
学
科
を
取
り
入
れ
、

調
和
の
と
れ
た
円
満
な
知
識
人
の

養
成
を
希
望
す
る
」
と
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
の
原
敬
内
閣
で
の
法

文
学
部
設
置
と
な
っ
た
。
教
授
陣

と
し
て
阿
部
次
郎
・
小
宮
豊
隆
・

土
井
光
知
・
岡
崎
義
恵
・
村
岡
典

嗣
・
金
倉
円
照
な
ど
若
手
の
俊
英

が
招
か
れ
、
文
化
都
市
仙
台
を
形

づ
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
９

年
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
の
教
授

佐
藤
丑
之
助
が
法
文
学
部
創
立
委

員
に
任
命
さ
れ
、
法
学
系
は
既
存

の
学
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

広
く
若
手
の
人
材
を
各
講
座
に
充

て
る
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
、
先
ず
中
川
善
之
助
が
民
法
学

助
教
授
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
こ

の
前
後
、
勝
本
正
晃
・
小
町
谷
操

三
・
河
村
叉
介
・
石
崎
政
一
郎
等

後
に
法
文
学
部
教
官
に
宛
て
ら
れ

る
人
材
が
多
数
海
外
研
修
に
派
遣

さ
れ
た
。
彼
ら
が
法
文
学
部
初
期

の
法
学
系
教
官
と
し
て
名
を
連
ね

た
。（「
略
史
」「
百
年
史
」）

敷
地
と
建
物

片
平
丁
の
理
学
部
や
工
学
部
に

隣
接
す
る
第
二
高
等
学
校
の
敷
地

と
建
物
を
受
け
継
ぐ
こ
と
と
な
っ

た
が
、
二
高
の
北
六
番
丁
移
転
ま

で
の
間
創
立
事
務
所
を
化
学
工
学

教
室
の
二
階
に
置
き
、
旧
医
学
専

門
学
校
の
建
物
を
教
室
と
し
て
使

用
し
た
。（「
略
史
」）
そ
の
後
大

正
12
年
か
ら
15
年
に
か
け
て
法
文

学
部
の
研
究
棟
三
・
大
講
義
棟
一

の
建
築
が
行
わ
れ
た
。（
ち
な
み

に
法
文
学
部
第
二
研
究
室
は
太
平

洋
戦
争
の
空
襲
を
潜
り
抜
け
、
現

在
会
計
大
学
院
が
使
用
し
て
い
る

が
、
昨
年
（
２
０
２
１
）
文
科
省

告
示
で
、
旧
東
北
帝
国
大
学
正
門

な
ど
と
共
に
新
た
に
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
た
。）

昭
和
20
年
の
仙
台
空
襲
で
法
文

学
部
で
は
す
べ
て
の
木
造
建
築
物

を
失
い
、
焼
け
残
っ
た
法
文
一
・

二
・
三
番
教
室
で
講
義
が
行
わ
れ

た
。（
こ
れ
ら
の
教
室
は
法
学
部

の
川
内
移
転
に
伴
っ
て
解
体
さ
れ

た
。）
昭
和
23
年
に
木
造
二
階
建

て
の
建
物
が
出
来
上
が
り
、
教
室

と
法
文
学
部
事
務
室
と
に
使
わ
れ

た
。
そ
の
後
も
25
年
か
ら
29
年
に

か
け
て
研
究
室
の
拡
充
が
図
ら

れ
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
昭
和
31

年
法
学
部
経
済
学
部
共
用
の
三
階

建
て
研
究
室
棟
が
新
築
さ
れ
、
事

務
室
及
び
教
官
研
究
室
と
し
て
使

用
さ
れ
た
。（
法
学
部
川
内
移
転
後

は
施
設
部
の
建
物
と
な
り
、
現
在

一
階
部
分
は
埋
蔵
文
化
財
の
調
査

修
復
作
業
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。）

昭
和
48
年
法
学
部
の
川
内
移
転

に
伴
い
川
内
に
六
階
建
て
の
新

研
究
棟
が
新
設
さ
れ
一
階
は
演
習

室
・
学
生
談
話
室
等
、
二
階
は
学

部
長
室
・
事
務
室
・
会
議
室
等
、

三
階
は
助
手
・
大
学
院
生
の
た
め

の
合
同
研
究
室
、
四
階
は
学
部
図

書
室
、
五
階
六
階
は
教
官
研
究
室

に
充
て
ら
れ
た
。
更
に
無
窓
構
造

の
法
学
部
一
番
・
二
番
教
室
及
び

三
番
教
室
が
講
義
棟
と
し
て
設
け

ら
れ
、
い
く
つ
か
の
自
主
ゼ
ミ
グ

ル
ー
プ
に
も
部
屋
が
割
り
当
て
ら

れ
た
。

昭
和
53
年
宮
城
県
沖
地
震
に
よ

り
研
究
棟
書
棚
等
に
被
害
が
あ

り
、
そ
の
後
研
究
棟
建
物
内
で
の

配
置
換
え
が
行
わ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
一
階
は
法
学
関
係
雑
誌

類
を
収
め
る
法
学
部
図
書
室
、
二

階
は
学
生
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
・
演
習
室
等
、
三
階
は
学
部
長

室
・
事
務
室
・
会
議
室
等
、
四
階

は
助
手
・
大
学
院
生
の
た
め
の
合

法
学
部
百
年
の
歩
み

　

事
務
局
長

�

　

清　

水　

廣　

行

�

　
　
　
　
　
（
Ｓ
39
卒
）

同
研
究
室
、
五
階
及
び
六
階
は
教

員
研
究
室
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
こ
れ

ま
で
の
研
究
棟
と
中
善
並
木
の
間

に
文
学
部
と
の
共
同
で
法
学
部
第

二
研
究
棟
が
竣
工
し
た
。
五
階
に

電
動
周
密
書
架
を
備
え
た
書
庫
及

び
情
報
処
理
室
及
び
演
習
室
等
が

配
さ
れ
、
六
階
は
教
官
研
究
室
と

資
料
室
等
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
は

片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
法
科
大
学

院
・
公
共
政
策
大
学
院
及
び
法
政

実
務
図
書
室
等
関
連
施
設
を
収
容

す
る
、
片
平
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

教
育
研
究
棟
が
完
成
し
、
専
門
職

大
学
院
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て

い
る
。

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
の
東

日
本
大
震
災
で
は
一
番
及
び
二

番
講
義
室
に
多
大
の
損
壊
が
生
じ

た
。
こ
の
建
物
破
損
を
解
消
す
べ

く
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
は

新
た
に
文
科
系
総
合
研
究
棟
が

新
設
さ
れ
た
。
窓
の
あ
る
大
講

義
室
・
小
講
義
室
・
学
生
共
用
ス

ペ
ー
ス
・
生
協
売
店
・
管
理
事
務

室
な
ど
を
収
容
し
て
い
る
。
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教
授
陣
の
整
備

上
に
記
し
た
通
り
発
足
当
初
の

法
科
関
係
教
官
は
佐
藤
丑
次
郎
教

授
（
憲
法
学
）・
中
川
善
之
助
助
教

授
（
民
法
学
）
の
２
名
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
勝
本
正
晃
教
授
（
民

法
学
）・
小
町
谷
操
三
教
授
（
商

法
学
）・
川
村
叉
介
教
授
（
国
家

原
論
）・
石
崎
政
一
郎
（
社
会
法

論
）
の
帰
朝
組
や
鈴
木
義
男
教
授

（
行
政
法
学
）・
久
保
田
益
貴
助
教

授
（
刑
法
学
）・
廣
濱
嘉
雄
助
教

授
（
法
理
学
）・
石
田
文
次
郎
教
授

（
民
法
学
）・
栗
生
武
夫
教
授
（
法

史
学
）・
高
柳
真
三
助
教
授
（
法
史

学
）・
伊
澤
孝
平
助
教
授
（
商
法

学
）・
田
岡
良
一
助
教
授
（
国
際
法

学
）・
實
方
正
雄
助
教
授
（
国
際
法

学
）・
柳
瀬
良
幹
助
教
授
（
行
政
法

学
）・
木
村
亀
二
教
授
（
刑
法
学
）・

五
十
嵐
豊
作
助
教
授
（
政
治
学
）・

津
曲
蔵
之
丞
教
授
（
民
法
学
）・
清

宮
四
郎
教
授
（
憲
法
学
）・
折
茂
豊

助
教
授
（
国
際
私
法
）・
世
良
晃
志

郎
助
教
授
（
法
史
学
）・
斎
藤
秀
夫

教
授
（
民
事
訴
訟
法
）
な
ど
が
順

次
任
命
さ
れ
陣
容
強
化
が
進
め
ら

れ
た
。

新
制
法
学
部
は
、
法
文
学
部
時

代
か
ら
の
教
授
陣
に
加
え
て
、
新

旧
交
代
が
順
次
進
め
ら
れ
、
小
田

滋
助
教
授
（
国
際
法
）・
祖
川
武

夫
教
授
（
外
交
史
）・
鴨
良
弼
助

教
授
（
刑
事
訴
訟
法
）・
広
中
俊

雄
助
教
授
（
民
法
）・
宮
田
光
雄
助

教
授
（
政
治
学
）・
外
尾
健
一
助

教
授
（
社
会
法
）
な
ど
が
加
わ
っ

た
。（
こ
れ
以
降
の
変
遷
は
「
同

窓
会
50
年
記
念
誌
」「
同
窓
会
報
」

を
参
照
さ
れ
た
い
）
令
和
４
年
４

月
１
日
現
在
で
は
教
授
43
名
・
准

教
授
10
名
と
な
っ
て
い
る
。（
詳
細

は
法
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
教
員
紹

介
を
参
照
さ
れ
た
い
。）

授
業
開
始

入
学
者
は
当
初
300
名
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
校
舎
施
設
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
り
大
正
12
年
100
名
、
13

年
120
名
、
14
年
150
名
と
さ
れ
た
が

実
際
は
初
年
度
本
科
生
81
名
・
専

攻
生
３
名
・
聴
講
生
17
名
で
あ
っ

た
（
法
文
学
部
略
史
）。

記
念
す
べ
き
最
初
の
授
業
は
、

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
４
月
30

日
に
開
講
と
な
っ
た
。
本
来
は
佐

藤
丑
次
郎
教
授
の
憲
法
学
講
義
が

最
初
の
予
定
で
あ
っ
た
が
学
内
事

情
に
よ
り
休
講
と
な
っ
た
た
め
、

中
川
善
之
助
の
民
法
総
則
講
義

が
、
旧
医
学
専
門
学
校
の
建
物
で

開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
法
学

系
の
講
座
は
、
憲
法
学
及
び
民
法

学
の
二
講
座
で
あ
っ
た
。

講
座
の
拡
充

大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
ま
で

に
国
家
原
論
（
昭
29
年
に
国
家

学
、
更
に
昭
和
44
年
度
よ
り
比
較

政
治
制
度
論
に
呼
称
変
更
）、
行

政
法
学
、
商
法
学
、
民
法
学
第
二
、

民
法
学
第
三
、
国
際
法
学
、
刑
法

学
、
法
理
学
、
法
史
学
（
昭
和
29

年
に
西
洋
法
制
史
に
呼
称
変
更
）、

商
法
学
第
二
、
社
会
法
論
の
各
講

座
が
設
置
さ
れ
合
計
十
四
講
座
で

出
発
し
た
。
そ
の
後
昭
和
15
年
12

月
勅
令
で
日
本
固
有
法
論
講
座

（
昭
和
29
年
に
日
本
法
制
史
講
座

に
呼
称
変
更
）、
昭
和
24
年
に
民

事
訴
訟
法
講
座
が
増
設
さ
れ
、
法

文
学
部
時
代
の
法
科
関
係
講
座
は

最
終
的
に
合
計
十
六
講
座
で
あ
っ

た
。（
こ
こ
で
、憲
法
学
講
座
と
い

う
よ
う
に
「
学
」
を
つ
け
た
の
は
、

単
に
法
曹
や
官
僚
の
実
務
に
役
立

つ
解
釈
論
だ
け
で
な
く
、
法
を
純

学
問
的
に
探
究
し
講
述
す
る
と
い

う
理
想
を
追
求
す
る
た
め
だ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

「
学
」
呼
称
は
昭
和
29
年
に
外
さ

れ
た
。）（
新
制
法
学
部
で
の
変
遷

は
後
述
）

法
学
士

当
初
の
卒
業
単
位
は
二
六
単
位

で
そ
の
過
半
数
の
一
四
単
位
を
法

律
系
科
目
が
占
め
て
い
れ
ば
「
法

学
士
」
と
認
定
さ
れ
た
。
法
学

系
の
授
業
科
目
と
し
て
は
、
憲
法

学
、
国
家
原
論
、
政
治
学
、
行
政

法
学
、
国
際
法
学
、
刑
法
学
、
刑

事
政
策
論
、
刑
事
訴
訟
法
論
、
民

法
学
、
商
法
学
、
民
事
訴
訟
法
論
、

破
産
法
論
、英
法
学
、独
法
学
、仏

法
学
、
国
際
私
法
、
日
本
法
律
史
、

西
洋
法
律
史
、
法
理
学
の
一
九
科

目
が
、
大
正
12
年
の
「
法
文
学
部

規
程
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（「
百

年
史
」）。（
ち
な
み
に
、大
正
15
年

３
月
の
法
文
学
部
卒
業
生
は
総
数

76
名
、
そ
の
内
法
学
士
は
53
名
で

あ
っ
た
。）

昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
に
教

育
方
針
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅

な
改
正
が
行
わ
れ
、
法
文
学
部
は

「
法
科
」「
文
科
」「
経
済
科
」「
に

分
け
ら
れ
、
翌
年
「
法
科
」
は
更

に
、
他
大
学
の
法
律
学
科
に
相
当

す
る
「
法
科
第
一
部
（
私
法
）
と

同
じ
く
政
治
学
科
に
相
当
す
る

「
法
科
第
二
部
」
と
な
り
、二
六
単

位
中
二
二
単
位
と
卒
業
要
件
の
ほ

と
ん
ど
を
法
科
の
授
業
で
埋
め
ね

ば
な
ら
ず
学
生
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
学
生
か

ら
の
不
満
も
多
く
、
昭
和
13
年
の

改
訂
に
よ
り
「
法
科
第
一
部
」
の

必
修
単
位
は
一
三
単
位
、「
法
科
第

二
部
」
の
そ
れ
は
一
四
単
位
に
削

減
さ
れ
、
同
様
に
削
減
さ
れ
た
卒

業
要
件
単
位
二
○
単
位
と
の
差
は

他
の
文
経
系
科
目
で
の
履
修
が
可

能
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
一
連
の
改
革
に
よ
り
、
他
大
学

に
例
を
見
な
い
、
創
設
時
の
法
文

学
部
の
理
念
と
方
法
は
変
質
し
た

（「
百
年
史
」）。

法
学
部
の
発
足
と
定
員
の
推
移

戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
り
昭
和

24
年
に
新
制
大
学
が
発
足
し
、
こ

れ
を
機
に
「
法
文
学
部
」
は
、「
法

学
部
」「
文
学
部
」「
経
済
学
部
」

の
三
学
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

150
名
の
定
員
で
出
発
し
た
。
そ
の

後
団
塊
世
代
対
応
な
ど
も
あ
り
230

（
Ｓ
42
）
→ 

240（
Ｓ
61
）
→ 

250（
Ｈ

２
）
→ 

260（
Ｈ
４
）
→ 

250（
Ｈ
６
）

→ 

200
（
Ｈ
12
）
→ 

170
（
Ｈ
14
）（
こ
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の
年
か
ら
Ａ
Ｏ
Ⅱ
期
入
試
制
度
が

導
入
さ
れ
た
）
→ 

160
（
Ｈ
15
）
と

増
減
し
て
き
た
。

法
学
部
の
講
座

独
立
直
後
の
法
学
部
講
座
は
、

法
文
学
部
時
代
と
同
様
の
十
六

講
座
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
27
年
に

刑
事
訴
訟
法
講
座
、
29
年
に
国
際

私
法
講
座
が
増
設
さ
れ
た
。
昭
和

30
年
代
後
半
に
は
政
治
学
科
の
設

立
が
構
想
さ
れ
た
が
実
現
に
至
ら

ず
講
座
増
設
要
求
に
切
り
替
え
ら

れ
、
昭
和
40
年
代
に
至
り
新
た

に
、
比
較
外
国
憲
法
講
座
、
破
産

法
・
強
制
執
行
法
講
座
、
英
米
法

講
座
、
国
際
政
治
学
講
座
、
政
治

学
史
講
座
が
昭
和
43
年
度
か
ら
45

年
度
に
か
け
て
設
置
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
昭
和
49
年
度
よ
り
行
政
法

第
二
講
座
、
52
年
度
よ
り
刑
事
学

講
座
、
平
成
３
年
行
政
学
講
座
、

平
成
５
年
経
済
法
講
座
が
増
設
さ

れ
合
計
二
七
講
座
と
な
っ
た
。

昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
に
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
授
業
の
前
期
・
後
期
の
二

学
期
制
が
採
用
さ
れ
、
平
成
５

（
１
９
９
３
）
年
に
は
新
制
大
学

発
足
時
か
ら
の
教
養
部
が
廃
止
さ

れ
新
入
生
一
年
次
か
ら
法
学
部
に

学
籍
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

従
来
二
年
次
か
ら
始
め
ら
れ
た
専

門
教
育
が
一
年
次
か
ら
開
講
さ
れ

る
こ
と
な
っ
た
。

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
、
大

学
院
重
点
化
施
策
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
学
部
に
置
か
れ
て
い
た
講
座

が
廃
止
さ
れ
、
大
学
院
法
学
研
究

科
に
専
攻
及
び
講
座
が
置
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
平
成
16

（
２
０
０
４
）
年
国
立
大
学
の
法

人
化
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い

学
部
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
再
編

さ
れ
、「
基
礎
講
義
」・「
基
幹
講

義
」・「
展
開
講
義
」
の
３
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
大
別
し
て
、
段
階
的

に
配
置
す
る
こ
と
で
、
法
学
・
政

治
学
の
基
礎
的
な
内
容
を
無
理
な

く
体
系
的
に
習
得
で
き
る
よ
う
な

態
勢
を
整
え
た
。
こ
れ
と
並
行
し

て
、
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
学

部
４
年
間
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、

少
人
数
で
の
演
習
の
履
修
を
可
能

と
し
て
、
従
来
か
ら
の
本
学
部
の

特
色
で
あ
っ
た
少
人
数
教
育
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
た
。
法
や
政
治
の

歴
史
的
・
思
想
的
・
社
会
的
背
景

を
学
ぶ
「
基
礎
講
義
」
は
一
年
次

を
主
対
象
に
、
民
事
法
入
門　

刑

事
法
入
門　

法
と
歴
史
Ⅰ　

日
本

近
代
法
史　

比
較
法
社
会
論　

法

学
の
理
論　

西
洋
政
治
思
想
史
Ⅰ　

日
本
政
治
外
交
史
Ⅰ　

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
治
史
Ⅰ
を
、
法
学
・
政
治
学

の
基
礎
的
・
根
幹
的
部
分
を
重
点

的
に
学
ぶ
「
基
幹
講
義
」
は
2
年

３
年
次
を
主
対
象
に
、
憲
法
Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ　

行
政
法
Ⅰ
Ⅱ　

刑
法
１
Ⅱ
Ⅲ　

刑
事
訴
訟
法　

民
法
総
則　

物
件

報　

契
約
法
・
債
権
総
論　

不
法

行
為
法　

家
族
法　

会
社
法
Ⅰ
Ⅱ　

商
法
総
論
・
商
行
為
法　

民
事
訴

訟
法　

現
代
政
治
分
析　

国
際
関

係
論　

行
政
学
を
、
法
学
・
政
治

学
に
つ
い
て
よ
り
深
い
理
解
と
さ

ら
に
豊
か
な
知
見
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
基
幹
講
義
よ
り
も
さ

ら
に
先
端
的
・
学
術
的
な
科
目
が

開
講
さ
れ
る
「
展
開
講
義
」
で
は

４
年
次
を
主
対
象
に
、
比
較
憲
法　

地
方
自
治
法　

行
政
法
特
殊
講
義　

租
税
法　

刑
事
政
策　

国
際
法　

現
代
民
法
特
論
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ　

商
取
引

法　

決
済
法　

知
的
財
産
法　

経

済
法　

国
際
私
法　

国
際
経
済
法　

執
行
保
全
法　

労
働
法　

社
会
保

障
法　

法
理
学
Ⅰ
Ⅱ　

法
社
会
学　

日
本
法
制
史
Ⅰ
Ⅱ　

西
洋
法
制
史

Ⅰ
Ⅱ　

中
国
法
制
史　

ロ
ー
マ
法　

大
学
院
の
整
備
と
拡
充

新
制
大
学
院
の
修
士
課
程
が
昭

和
28
年
度
、
博
士
課
程
が
30
年
度

か
ら
開
設
さ
れ
た
。
法
学
部
で
は

私
法
学
専
攻
・
公
法
学
専
攻
・
基

礎
法
学
専
攻
の
三
専
攻
を
設
け
、

一
学
年
修
士
課
程
35
名
、
博
士
課

程
17
名
と
さ
れ
た
が
、
大
学
院
卒

を
求
め
る
必
要
を
見
い
だ
せ
て
い

な
い
社
会
環
境
の
中
で
は
、
研
究

者
養
成
的
側
面
の
み
が
機
能
す
る

状
態
に
至
り
、
定
員
割
れ
が
長
期

間
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
７
年
、
全
国
的
な
大
学
院

重
点
化
の
動
き
の
中
で
、
法
学

研
究
科
は
社
会
人
に
大
学
院
の
博

士
課
程
前
期
二
年
の
過
程
を
積
極

的
に
開
放
し
「
リ
カ
レ
ン
ト
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
・
コ
ー
ス
」
と
名
付

け
、
社
会
人
再
教
育
の
場
を
設
置

し
た
。

平
成
12
年
、
学
部
に
置
か
れ
て

い
た
講
座
が
廃
さ
れ
、
大
学
院
法

学
研
究
科
に
専
攻
及
び
講
座
が
設

置
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変
革
が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
学
院

で
の
教
育
が
重
視
さ
れ
、
学
部
四

年
で
卒
業
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

ほ
か
、
学
部
と
大
学
院
修
士
課
程

を
合
わ
せ
て
６
年
間
の
一
貫
教
育

法
と
歴
史
Ⅱ　

英
米
法　

ド
イ
ツ

民
法　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法　

ロ
シ

ア
・
東
欧
法　

中
国
法　

比
較
政

治
学
Ⅰ
Ⅱ　

西
洋
政
治
思
想
史
Ⅱ　

日
本
政
治
外
交
史
Ⅱ　

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
治
史
Ⅱ　

東
ア
ジ
ア
政
治
外

交
論　

日
本
政
治
論　

中
国
政
治

論　

政
治
理
論　

地
域
研
究　

法

情
報
学　

の
各
講
座
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
学
部
4
年

間
の
全
般
に
わ
た
っ
て
各
講
義
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
、
少
人
数

教
育
に
よ
る
学
生
の
主
体
的
な
関

心
・
意
欲
に
基
づ
い
た
演
習
が
多

数
開
設
さ
れ
る
。（
各
講
義
の
概
要

に
興
味
を
持
た
れ
る
方
は
法
学
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
シ
ラ
バ
ス
を
開

か
れ
た
い
）　

令
和
１
年
に
は
国
際
的
な
視
野

を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、
海
外
留
学
を
必
須
と
し
た
多

様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
「
国
際
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、そ

の
た
め
の
入
試
制
度
と
し
て
Ａ
Ｏ 

入
試
Ⅱ
期
を
前
年
度
よ
り
再
導
入

し
て
い
る
。

令
和
２
年
に
は
、
法
学
部
３
年

＋
法
科
大
学
院
２
年
の
５
年
間
で

法
曹
へ
の
道
を
開
く
「
法
曹
コ
ー

ス
」
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。
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を
受
け
る
「
選
択
的
六
年
制
」
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
た
。
専

攻
は
従
来
の
公
法
：
私
法
・
基
礎

法
・
政
治
学
の
四
専
攻
を
変
更
し

て
、
総
合
法
制
専
攻
と
し
て
現
代

市
民
法
講
座
・
現
代
企
業
法
講

座
・
比
較
法
社
会
論
講
座
、
公
共

政
策
専
攻
と
し
て
行
政
法
政
策
講

座
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
講
座
、
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
法
政
策
講
座

と
し
て
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
法

講
座
・
グ
ロ
ー
バ
ル
政
治
分
析
講

座
に
分
け
ら
れ
、
将
来
を
見
据
え

て
実
務
家
教
官
を
積
極
的
に
任
用

し
た
。
学
生
定
員
も
博
士
課
程
前

期
二
年
の
課
程
は
一
学
年
62
名
、

同
後
期
三
年
の
課
程
は
31
名
と

な
っ
た
。

平
成
16
年
、「
国
立
大
学
法
人

東
北
大
学
」
の
発
足
と
同
時
に
、

法
曹
人
材
の
育
成
を
目
指
す
「
法

科
大
学
院
」
及
び
新
た
な
時
代
に

対
応
し
た
公
共
政
策
を
企
画
立
案

で
き
る
政
策
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
を
育
成
す
る
「
公
共
政
策
大
学

院
」
と
い
う
二
つ
の
専
門
職
大
学

院
が
、
法
学
研
究
科
内
の
専
攻
と

い
う
形
で
新
た
に
発
足
し
た
。
法

科
大
学
院
は
法
学
既
修
生
55
名
・

未
修
生
45
名
の
定
員
100
名
、
公
共

政
策
大
学
院
定
員
は
一
学
年
30
名

と
さ
れ
た
。
他
方
、
研
究
大
学
院

で
は
博
士
前
期
２
年
・
後
期
３
年

の
入
学
定
員
各
20
名
の
充
足
問
題

が
深
刻
度
合
い
を
深
め
、
早
急
な

抜
本
的
対
策
が
模
索
さ
れ
た
。

平
成
20
年　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
の
男
女
共
同
参
画
と
多
文
化

共
生
」
開
始
。
そ
の
一
環
と
し
て

平
成
21
年
度
よ
り
、
東
北
大
学
と

諸
外
国
の
大
学
と
の
双
方
で
博
士

号
を
取
得
す
る
「
ク
ロ
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ド
ク
ト
ラ
ル
・
コ
ー
ス
」

導
入
が
開
始
さ
れ
た
。

平
成
22
年　

片
平
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
、
法
科
大
学
院
・
公
共
政

策
大
学
院
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
多

文
化
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
・
法
政

実
務
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
法
政

実
務
図
書
室
等
を
収
容
す
る
「
片

平
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
教
育
研
究

棟
」
が
完
成　

法
科
大
学
院
学
生

定
員
を
100
名
か
ら
減
員
し
80
名
体

制
（
既
修
55
名
・
未
修
25
名
）
に

し
た
。

平
成
23
年　

博
士
課
程
後
期
３

年
の
整
備
と
し
て
法
科
大
学
院
修

了
者
を
対
象
に
、
実
定
法
研
究
者

養
成
を
目
的
と
し
た
「
後
継
者
養

成
コ
ー
ス
」、
研
究
教
育
の
国
際

化
推
進
の
た
め
外
国
研
究
教
育
機

関
と
連
携
す
る
「
国
際
共
同
博
士

課
程
コ
ー
ス
」、従
来
型
の
「
法
制

理
論
研
究
コ
ー
ス
」
の
３
コ
ー
ス

制
を
導
入
し
た
。

平
成
26
年　

法
科
大
学
院
定
員

80
名
か
ら
50
名
に
減
員
し
た
。

こ
の
度
は
ご
卒
業
、
ご
修
了
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
染
症

の
中
、
大
き
な
制
約
の
下
で
、
勉

学
を
全
う
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

大
学
紛
争
の
世
代
で
、
当
時
も
休

講
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
勉

強
会
や
討
論
会
は
自
由
に
開
け
ま

平
成
30
年　

高
度
な
教
養
、
専

門
的
な
知
識
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す

る
た
め
の
「
法
政
理
論
・
法
政
実

務
の
集
中
的
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
採
択
さ
れ
、
博
士
後
期
課

程
の
入
学
定
員
を
20
名
か
ら
12
名

に
削
減
し
た
。

し
た
。
ド
イ
ツ
語
購
読
で
ヴ
ェ
ー

バ
ー
の
「
職
業
と
し
て
の
政
治
」

を
講
じ
て
お
ら
れ
た
世
良
晃
志
郎

先
生
が
、
講
義
時
間
を
学
生
と
の

討
論
会
に
変
更
し
て
熱
く
語
っ
て

お
ら
れ
た
姿
を
今
も
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。

私
は
卒
業
後
三
六
年
間
公
務
員

生
活
を
送
り
、
そ
の
後
六
年
ほ
ど

私
立
大
学
の
理
事
長
を
勤
め
、
立

場
は
違
い
ま
す
が
思
い
が
け
ず
大

学
の
現
場
に
戻
る
体
験
も
し
ま
し

た
。
大
学
図
書
館
や
学
生
食
堂
の

独
特
の
気
分
な
ど
、
懐
か
し
い
も

の
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
講
義
」
が

「
授
業
」
と
い
う
言
葉
に
変
わ
っ

て
い
る
な
ど
、
時
代
の
変
化
を
感

じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
参
考
に
な
る
か
ど
う

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
公

務
員
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と

を
お
話
し
ま
す
。
私
は
二
十
代
で

法
制
事
務
を
経
験
し
、
そ
の
後
財

政
畑
に
転
じ
て
ほ
と
ん
ど
の
公
務

員
生
活
を
財
政
又
は
そ
れ
に
関
連

す
る
部
門
で
送
り
ま
し
た
。

法
制
事
務
は
、
法
令
の
解
釈
や

訟
務
の
ほ
か
、
条
例
や
規
則
な

ど
の
立
法
審
査
に
あ
た
る
部
署
で

す
。
条
例
等
の
立
案
に
当
た
っ
て

は
、
既
存
の
法
令
と
の
、
ま
た
当

該
規
程
内
部
の
整
合
性
を
精
査
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
立

法
技
術
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
法

令
文
に
お
け
る
言
葉
や
符
号
の
使

い
方
、
表
現
の
使
い
分
け
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。
特
に
立
法
技
術
の

知
識
は
既
存
の
法
文
を
読
む
と
き

令
和
３
年
度
法
学
部
卒
業
生
、

大
学
院
修
了
生
に
贈
る

　
　
　

東
北
大
学
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学
部
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支
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に
も
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
し

た
。（
大
学
で
な
ぜ
こ
れ
を
教
え

て
く
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。）

現
場
に
は
"
法
制
の
神
様
"
み

た
い
な
大
先
輩
が
い
て
「
君
た
ち

に
は
六
法
全
書
と
赤
鉛
筆
さ
え
あ

れ
ば
い
い
。
法
制
執
務
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
目
で
、
多
く
の
時
間

を
か
け
て
議
論
を
重
ね
る
ほ
ど
、

よ
い
仕
事
が
で
き
る
。」
と
い
う

の
が
そ
の
方
の
持
論
で
し
た
。
私

が
そ
こ
に
居
た
の
は
一
年
半
で
し

た
が
、
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
突
然
財
政
へ
異
動
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
私

に
と
っ
て
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
法
制
執
務

が
、
多
く
の
頭
脳
を
集
め
多
く
の

時
間
を
か
け
て
進
め
る
ヨ
コ
の

作
業
だ
と
す
れ
ば
、
財
政
特
に
予

算
編
成
は
、
タ
テ
の
線
で
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
各
職
制
段
階

で
の
説
明
と
査
定
が
積
み
重
ね
ら

れ
、
最
後
は
ト
ッ
プ
の
査
定
で
決

ま
り
ま
す
。
し
か
も
朝
帰
り
と
徹

夜
が
続
く
予
算
編
成
時
に
は
「
多

く
の
目
で
時
間
を
か
け
て
」
な
ど

と
言
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。「
さ

あ
ど
う
す
る
？　

決
め
ろ
！
」
の

世
界
で
す
。
そ
の
か
わ
り
様
々

な
"
裏
ワ
ザ
"
も
考
え
ま
す
。
数

字
を
削
る
だ
け
で
な
く
、
期
間

を
延
ば
す
、
別
な
事
業
と
一
緒
に

し
て
し
ま
う
、
当
面
調
査
費
だ
け

に
し
て
着
手
を
先
送
り
す
る
な
ど

な
ど
。
も
ち
ろ
ん
数
字
だ
け
で
な

く
、
事
業
の
効
果
、
既
存
の
事
業

と
の
関
係
、
後
年
度
負
担
、
制
度

的
な
問
題
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て

も
極
め
て
限
ら
れ
た
時
間
で
検
討

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
私
は
大
き
く
異

な
っ
た
性
格
の
仕
事
に
従
事
し

た
の
で
す
が
、
長
く
勤
め
た
財
政

事
務
の
中
で
特
に
役
立
っ
た
の

は
、
時
間
を
か
け
て
原
典
の
条
文

に
遡
る
一
見
真
逆
の
、
法
制
執
務

で
し
た
。

皆
さ
ん
の
前
に
も
今
後
様
々
な

世
界
が
開
け
て
く
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
一
瞬
戸
惑
う
よ
う
な
異

な
っ
た
発
想
の
仕
事
と
の
出
会
い

も
多
く
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
私
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
が
皆

多
か
れ
少
な
か
れ
、
自
分
の
職
業

生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
契
機

に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
と
思

う
時
が
あ
り
ま
す
。

私
が
政
治
学
を
学
び
始
め
た

き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
１
９
９
０

年
代
の
不
安
定
な
中
東
情
勢
に
関

心
を
寄
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
シ
ビ
ア
な
政
治
的
現

実
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
現
在
で

も
状
況
は
同
様
で
あ
り
、
中
東
問

題
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な

く
、
私
が
関
心
を
抱
い
た
時
期
よ

り
も
は
る
か
以
前
か
ら
継
続
し
て

き
た
も
の
で
す
。
現
代
の
政
治
的

問
題
を
把
握
す
る
に
は
こ
の
よ
う

に
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
が
、
私
が
当
初
、
強
い
関

心
を
寄
せ
た
の
は
、
歴
史
そ
の
も

の
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
の
関
心
は
、
政
治
的

さ
ん
も
新
し
い
世
界
に
、
果
敢
に

挑
戦
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
私
の
す
て
き
な
体
験
を

紹
介
し
ま
す
。
２
０
０
９
年
、
私

は
一
か
月
か
け
て
ド
イ
ツ
と
チ
ェ

コ
を
旅
し
ま
し
た
。
木
骨
組
家

屋
の
美
し
い
町
並
み
で
有
名
な
ハ

ン
・
ミ
ュ
ン
デ
ン
で
の
こ
と
で

す
。
年
配
の
女
性
か
ら
「
あ
な
た

日
本
か
ら
来
た
の
？　

ド
イ
ツ
語

わ
か
る
？
」
と
突
然
声
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
・

ミ
ヤ
タ
を
ご
存
じ
？　

ミ
ツ
オ
・

ミ
ヤ
タ
よ
。」「
宮
田
光
雄
先
生
の

こ
と
で
す
か
？　

私
の
東
北
大
学

の
恩
師
で
す
よ
！
」
私
た
ち
は

お
互
い
に
「
ヴ
ン
ダ
バ
ー
！
（
す

ば
ら
し
い
、
驚
き
で
す
）」
を
連

発
し
あ
い
ま
し
た
。
彼
女
は
か
つ

て
先
生
が
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

ト
ゥ
ー
ト
の
招
き
で
当
地
で
さ
れ

た
講
演
を
聴
い
た
そ
う
で
す
。
私

は
宮
田
先
生
の
西
洋
政
治
史
を
受

講
し
、
講
義
録
ノ
ー
ト
を
今
も
大

切
に
持
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

今
後
世
界
の
ど
こ
か
で
、
思
い
が

け
ず
東
北
大
学
法
学
部
に
出
会

う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

研
究
の
き
っ
か
け

私
は
、
２
０
１
７
年
４
月
に
東

北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に

教
授
と
し
て
着
任
し
、
学
部
や
大

学
院
に
て
西
洋
政
治
思
想
史
な
ど

の
講
義
・
演
習
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
８
年
９
月
か
ら
１

年
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
で
ビ
ジ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
カ

ラ
ー
と
し
て
研
究
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
本
学
で
の
実
質
的
な
教

育
歴
は
、
ま
だ
４
年
ほ
ど
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の

２
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
過
に
あ
り
、

学
生
と
の
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
る
と
は
言
い

が
た
い
状
況
で
す
。
と
は
い
え
、

そ
れ
な
り
に
学
生
と
対
話
を
重
ね

る
と
、
学
生
の
資
質
や
性
格
が
時 　

東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

鹿
子
生　

浩　

輝

政
治
思
想
史
と
現
代
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り
も
恐
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」。

「
君
主
は
、
約
束
を
破
っ
て
も
か

ま
わ
な
い
」。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、

君
主
が
有
徳
で
あ
る
必
要
は
な

く
、
有
徳
さ
に
固
執
す
る
こ
と
は

む
し
ろ
、
自
ら
の
権
力
を
失
う
こ

と
に
な
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
助
言
は
、
古
代
か
ら
続

く
多
く
の
主
張
を
意
識
的
に
覆
す

も
の
で
し
た
。

事
実
、マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
『
君

主
論
』
で
、
プ
ラ
ト
ン
以
降
ル
ネ

サ
ン
ス
時
代
ま
で
の
政
治
論
を
批

判
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
彼
は
、

想
像
の
世
界
に
関
す
る
考
察
よ
り

も
現
実
に
即
し
た
助
言
を
提
供
す

る
の
だ
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
の

主
張
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で

も
な
い
ほ
ど
有
名
で
す
。
彼
が
そ

の
作
品
で
、
読
者
に
強
く
訴
え
か

け
て
い
る
の
は
、
君
主
が
武
力
や

軍
隊
を
し
っ
か
り
と
備
え
、
必
要

な
ら
ば
、
赤
裸
々
な
物
理
的
強
制

力
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
政
治
に
お
け

る
武
力
と
悪
徳
の
重
要
性
を
説
い

た
彼
の
思
想
に
、
現
実
主
義
者
を

自
認
す
る
若
く
小
生
意
気
な
学
部

学
生
が
魅
了
さ
れ
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

課
題
の
設
定

こ
の
よ
う
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

は
『
君
主
論
』
で
、
君
主
政
と

い
う
政
体
を
議
論
の
前
提
と
し
な

が
ら
、
専
制
支
配
を
推
奨
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
実
際
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

の
死
後
に
な
る
と
、
彼
は
、
権
力

の
た
め
に
権
謀
術
数
を
弄
し
て
も

か
ま
わ
な
い
と
い
う
意
味
の
「
マ

キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
」
の
提
唱
者
と

し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
背
後
に

は
宗
教
改
革
と
そ
れ
に
伴
う
宗
教

戦
争
が
あ
り
ま
し
た
。
反
カ
ト

リ
ッ
ク
や
反
イ
タ
リ
ア
の
立
場

か
ら
彼
の
思
想
に
対
す
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
攻
撃
が
始
ま
り
、
い
っ

た
ん
こ
う
し
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

像
が
定
着
す
る
と
、
宗
派
や
国
家

の
違
い
と
は
関
係
な
く
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
は
、極
悪
人
・
詐
欺
師
・

専
制
君
主
の
助
言
者
だ
と
解
釈
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

に
は
、
も
う
一
つ
の
古
典
的
な
著

作『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ（
リ
ウ
ィ
ウ
ス

論
）』が
あ
り
ま
す
。
そ
の
作
品
で

は
彼
は
、
君
主
政
よ
り
も
共
和
政

を
望
ま
し
い
政
体
だ
と
主
張
し
、

自
由
を
維
持
す
る
た
め
に
は
民
主

政
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
力
説
し
て
い
ま
す
。
彼
に
と
っ

て
、
祖
国
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
模
倣

す
べ
き
対
象
は
、
古
代
の
共
和
政

期
ロ
ー
マ
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の

時
期
の
ロ
ー
マ
は
、
彼
の
解
釈
で

は
、
民
衆
の
政
治
参
加
を
実
現
し

た
政
体
で
し
た
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
か
ら
す
れ
ば
、
ロ
ー
マ
は
、
民

主
政
の
採
用
ゆ
え
に
自
由
を
維
持

し
、
そ
れ
ゆ
え
世
界
を
支
配
し
え

た
の
で
す
。
同
様
の
偉
業
は
、
当

時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
が
ロ
ー

マ
の
政
治
を
模
倣
す
れ
ば
、
け
っ

し
て
到
達
不
可
能
で
は
な
い
と
い

う
の
が
彼
の
信
念
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

は
、
二
つ
の
主
要
な
政
治
著
作
で

ほ
と
ん
ど
正
反
対
の
主
張
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、『
君
主

論
』
で
彼
は
、
専
制
的
な
支
配
が

不
可
欠
で
あ
り
、
臣
下
に
対
し
て

冷
徹
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
す
る
一
方
で
、『
デ
ィ
ス

コ
ル
シ
』
で
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

市
民
が
古
代
ロ
ー
マ
を
モ
デ
ル
と

し
な
が
ら
、
自
由
の
維
持
の
た
め

に
民
主
政
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
の

現
象
を
理
論
化
す
る
こ
と
、
あ
る

い
は
、
政
治
的
問
題
を
原
理
的
に

考
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
私
に
は
、
た
ん
な
る
ユ
ー
ト

ピ
ア
的
構
想
や
理
想
論
に
と
ど
ま

ら
ず
、
厳
し
い
政
治
的
現
実
を
把

握
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
一
種

の
情
熱
な
い
し
使
命
感
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

今
か
ら
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

私
が
政
治
・
思
想
・
歴
史
を
総
合

的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
学
問
、

つ
ま
り
政
治
思
想
史
に
興
味
を
抱

い
た
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
必
然

性
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
実

際
、
私
が
学
部
生
時
代
に
受
け
て

い
た
講
義
に
は
西
洋
政
治
思
想
史

と
い
う
授
業
が
あ
り
、
こ
の
授
業

か
ら
私
は
、
強
烈
な
刺
激
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
科
目
の
担
当

者
で
あ
っ
た
教
員
が
後
に
私
の
指

導
教
員
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
恩

師
の
知
的
資
質
か
ら
強
い
影
響
を

受
け
た
こ
と
も
、
私
が
こ
の
分
野

の
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
の
一

つ
で
す
。

研
究
の
対
象

そ
の
講
義
の
な
か
で
扱
わ
れ

て
い
た
人
物
に
は
、
イ
タ
リ
ア
・

ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
政
治
思
想

家
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ

（
１
４
６
９

－

１
５
２
７
）
が
い

ま
し
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
プ
ラ

ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
政

治
思
想
家
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

哲
学
者
と
し
て
も
有
名
で
す
が
、

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
一
般
的
な

哲
学
の
教
科
書
で
登
場
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
西
洋
政
治
思
想
史
の
分
野
で

彼
の
思
想
が
省
か
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
の
著
作
は
、

政
治
思
想
の
分
野
で
は
そ
れ
ほ
ど

後
世
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
続
け
て
い
る
の
で
す
。

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
著
作
で
最

も
有
名
な
著
作
は
、『
君
主
論
』

で
し
ょ
う
。
政
治
学
の
古
典
で
あ

る
こ
の
作
品
は
、
し
ば
し
ば
政
治

的
現
実
主
義
の
表
れ
と
し
て
理
解

さ
れ
て
い
ま
す
。『
君
主
論
』
は
、

簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
統
治

の
仕
方
を
教
え
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
本

で
す
。
例
え
ば
、「
君
主
は
、
慈

悲
深
い
よ
り
も
残
酷
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。「
君
主
は
、
気
前
良

い
よ
り
も
ケ
チ
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」。「
君
主
は
、
愛
さ
れ
る
よ

第 49 号（10）会　　　　　　　　報令和4年5月30日



国
は
、
古
代
ロ
ー
マ
を
モ
デ
ル
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
論
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
、
第
一
に
、
来
世
に

お
け
る
魂
の
救
済
と
い
う
キ
リ
ス

ト
教
の
中
心
的
教
義
を
放
棄
し
、

現
世
で
の
共
和
国
の
存
続
と
発
展

を
徹
底
し
て
追
求
し
た
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
市
民
は
天
国
に
行
か

な
く
と
も
良
い
と
い
う
わ
け
で

す
。
こ
の
態
度
と
不
可
分
な
彼
の

思
想
的
特
徴
は
、
政
治
的
出
来
事

に
関
す
る
世
俗
的
説
明
で
す
。
そ

れ
は
、
神
の
摂
理
が
世
界
を
支
配

し
て
い
る
と
い
う
中
世
的
な
理
解

や
、
偶
然
こ
そ
が
物
事
を
決
定
し

て
い
る
と
い
う
ル
ネ
サ
ン
ス
的
な

理
解
か
ら
脱
却
し
て
い
ま
す
。
啓

蒙
時
代
の
思
想
家
た
ち
を
引
き
つ

け
た
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
世
俗

性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
の
も
う
一

つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
の
提
唱
す
る
民
主
政
が

世
界
支
配
を
目
標
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ロ
ー
マ

的
共
和
国
は
、
い
わ
ば
帝
国
主
義

的
性
格
を
持
ち
ま
す
が
、
彼
の
考

え
で
は
、
そ
の
他
国
支
配
ゆ
え
に

国
内
で
自
由
と
平
等
を
維
持
で
き

る
の
で
す
。
後
世
の
多
く
の
思
想

家
た
ち
は
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の

こ
の
方
策
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
現
代
で
も
大
半
の
方
は
、

帝
国
主
義
よ
り
も
平
和
主
義
に
傾

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
構
想
を
現

代
的
価
値
観
か
ら
批
判
す
る
こ

と
は
容
易
で
す
。
し
か
し
、
国
家

に
お
け
る
自
由
や
平
等
、
あ
る
い

は
経
済
的
繁
栄
は
、
他
国
を
犠
牲

に
し
な
い
形
で
実
現
可
能
な
の
で

し
ょ
う
か
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が

わ
れ
わ
れ
に
投
げ
か
け
る
問
題
の

一
つ
は
、
こ
の
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
現
在
、
世
界
に
こ
う
し
た
構

造
的
な
権
力
関
係
が
存
在
す
る
こ

と
を
指
摘
す
る
の
は
容
易
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
」
と
い
う
形
で
恵

ま
れ
な
い
国
々
へ
の
利
益
の
再
分

配
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
現
代

た
め
、
い
っ
た
い
い
ず
れ
の
著
作

の
思
想
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
真

の
思
想
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
彼

の
思
想
に
変
遷
が
あ
っ
た
の
か
と

い
う
問
題
が
数
世
紀
に
わ
た
っ
て

解
釈
者
や
研
究
者
た
ち
を
悩
ま
せ

て
き
ま
し
た
。

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
自
由
の

擁
護
者
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
専
制
君
主
の
助
言
者
で
あ
っ
た

の
か
。
私
は
大
学
院
進
学
後
、
こ

の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。
彼
の
実
際
の
意

図
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
時

の
歴
史
的
文
脈
か
ら
彼
の
著
作
を

読
み
解
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

は
、
彼
の
生
き
た
時
代
的
背
景
を

探
る
と
い
う
、
非
常
に
骨
の
折
れ

る
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

新
し
い
取
り
組
み

私
の
博
士
論
文
は
、
こ
の
よ
う

に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
実
践
的
意

図
の
一
貫
性
を
論
証
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結

論
は
、
彼
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
都

市
共
和
政
を
維
持
し
、
つ
ね
に
自

由
を
追
求
し
て
い
た
と
い
う
も
の

で
す
。
拙
著
『
征
服
と
自
由
―
―

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
思
想
と

ル
ネ
サ
ン
ス
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
』

（
風
行
社
）
は
、
こ
の
博
士
論
文

を
土
台
と
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
彼

が
『
君
主
論
』
で
君
主
は
残
酷
た

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
特
異
な
主

張
を
打
ち
出
し
た
の
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
彼
の
生

涯
に
つ
い
て
は
『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
―
―
『
君
主
論
』
を
読
む
』（
岩

波
新
書
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

私
は
現
在
『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』

の
翻
訳
作
業
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
私
が
同
時
並
行
的
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
の
は
、『
デ
ィ
ス
コ

ル
シ
』
の
後
世
へ
の
思
想
的
影
響

で
す
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
ス
ト
と
し

て
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
像
が
宗
教

改
革
以
降
に
支
配
的
と
な
る
中

で
、
特
に
啓
蒙
時
代
に
一
部
の
知

識
人
た
ち
が
彼
の
著
作
を
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。
そ
の
知
識
人
の

中
に
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ル

ソ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ム
と
い
っ
た
第
一

級
の
政
治
思
想
家
た
ち
も
含
ま
れ

て
お
り
、
彼
ら
は
、
特
に
『
デ
ィ

ス
コ
ル
シ
』
か
ら
強
い
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
構
想
す
る
共
和

の
政
治
理
論
も
、
根
本
的
な
問
題

の
解
決
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。

政
治
思
想
史
と
い
う
学
問
そ
れ

自
体
は
、
現
代
に
直
接
的
に
有

用
な
何
か
を
提
供
し
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
少
な
く
と

も
経
済
的
利
益
の
産
出
と
は
ほ
ど

遠
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
思
想
家
を
歴
史
的
に
理
解
す

る
こ
と
の
意
味
は
、
わ
れ
わ
れ
と

は
全
く
異
な
る
価
値
観
や
思
想
が

か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
価
値
観
や

思
想
を
（
時
に
は
反
省
的
に
）
問

い
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
己

反
省
を
含
む
知
的
陶
冶
こ
そ
、
大

学
と
い
う
高
等
教
育
機
関
の
使
命

の
一
つ
で
あ
り
、
国
民
の
資
質
の

向
上
と
い
う
形
で
社
会
的
安
定
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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外
尾
名
誉
教
授
は
昭
和
31
年
か

ら
昭
和
62
年
ま
で
本
学
に
お
い

て
労
働
法
講
座
を
担
当
さ
れ
ま
し

た
。
東
大
助
手
時
代
か
ら
新
た
に

設
立
さ
れ
た
日
本
労
働
法
学
会
の

機
関
紙
編
集
に
携
わ
り
、
日
本
の

労
働
法
学
界
を
長
年
に
わ
た
り
け

ん
引
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

東
北
大
学
生
協
の
理
事
長
も
長
年

続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
業
績
は

会
報
第
48
号
の
嵩
教
授
の
追
悼
文

を
再
読
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、

先
生
の
還
暦
祝
い
時
の
あ
い
さ
つ

文
を
紹
介
し
ま
す
。（
全
文
か
ら
誌

面
の
都
合
で
約
１
０
０
０
字
縮
減

し
ま
し
た
。
全
文
は
同
窓
会
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
ま
す
。）

私
は
か
ね
が
ね
、
四
〇
、五
〇

は
洟
た
れ
小
僧
だ
と
お
も
っ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
か

ら
す
れ
ば
、
今
日
は
成
人
式
を
迎

え
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し

た
、
大
変
す
が
す
が
し
い
雪
が
降

り
ま
し
て
（
笑
）、私
の
出
発
に
ふ

さ
わ
し
い
と
、
こ
う
思
っ
て
お
り

ま
す
（
拍
手
）。

還
暦
の
お
祝
い
を
し
て
下
さ

る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
て
、

「
そ
れ
じ
ゃ
、
う
ち
で
コ
ン
パ
で

も
や
る
か
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し

た
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
こ
う
い
う
盛

大
な
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
、
先
程
は
保
原
君
か
ら

大
変
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

て
、「
ギ
ョ
エ
テ
と
は
俺
の
こ
と

か
と
ゲ
ー
テ
い
い
」
と
い
う
句
を

思
い
出
し
た
く
ら
い
で
ご
ざ
い
ま

す
（
笑
）。
し
か
し
、人
間
だ
れ
し

も
褒
め
ら
れ
て
悪
い
気
持
ち
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に
気
分
が

よ
く
な
る
な
ら
、
ひ
と
つ
こ
の
次

は
古
希
、
さ
ら
に
喜
寿
、
米
寿
と

祝
っ
て
頂
き
た
い
（
笑
）。
し
か

し
、
こ
れ
は
お
祝
い
を
し
て
下
さ

る
方
が
い
な
い
と
だ
め
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
ど
う
か
皆
さ
ん
、
せ
い

ぜ
い
長
生
き
を
し
て
（
爆
笑
）、さ

し
あ
た
っ
て
は
古
希
の
と
き
に
、

ま
た
今
日
の
よ
う
な
気
持
の
よ
い

会
を
も
っ
て
頂
き
た
い
と
今
か
ら

お
願
い
致
し
て
お
き
ま
す
（
拍

手
）。
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
で
あ

る
の
に
、
ま
た
大
変
結
構
な
記
念

品
を
頂
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
ほ
ど
、
ご
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
私
が
選
ん
だ

も
の
で
す（
笑
）。
何
人
か
の
先
生

方
の
還
暦
の
祝
い
に
私
も
出
ま
し

た
が
、
私
の
還
暦
は
生
憎
と
一
月

で
す
の
で
、
下
手
に
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
コ
を
着
ま
す
と
、
お
正
月
の
猿

回
し
を
皆
さ
ん
思
い
う
か
べ
る
だ

ろ
う
と
い
う
の
で
（
笑
）、
先
手

を
う
ち
ま
し
て
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ

は
や
め
て
く
れ
と
お
願
い
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
研
究
室
で
も
着
ら

れ
る
よ
う
な
仕
事
着
、
そ
れ
も
私

の
セ
ン
ス
に
あ
わ
せ
て
ワ
イ
ン
カ

ラ
ー
を
選
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

な
お
、
予
算
が
あ
ま
っ
て
い
る
か

ら
、
も
う
少
し
な
に
か
記
念
品
を

と
い
う
こ
と
で
、
温
泉
に
夫
婦
で

ご
招
待
と
い
う
の
は
ど
う
か
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た（
笑
）。
私

は
思
わ
ず
歳
末
の
大
売
り
出
し
の

福
引
き
に
当
た
っ
た
よ
う
な
心
境

に
な
り
ま
し
て
（
爆
笑
）、
こ
れ

は
任
せ
て
お
い
た
ら
、
研
究
室
に

ば
か
り
い
な
い
で
身
体
を
き
た
え

る
た
め
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
セ
ッ

ト
を
お
く
ろ
う
な
ど
と
い
う
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
か
（
笑
）
と
思

い
ま
し
て
、
慌
て
て
ま
だ
現
役
だ

か
ら
万
年
筆
に
し
て
く
れ
と
い
っ

た
の
で
す
。
今
使
っ
て
い
る
の
は

ア
メ
リ
カ
の
パ
ー
カ
ー
の
万
年
筆

で
す
が
、
生
協
の
食
堂
の
開
設
記

念
に
配
っ
た
中
の
一
本
で
す
。
当

時
、
私
は
生
協
の
理
事
長
を
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
仕
入
れ
価

格
が
い
く
ら
か
と
い
う
こ
と
も

ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
お
り
ま
す
が
、

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
二
本
く
ら
い

の
値
段
で
す
。
し
か
し
、
非
常
に

書
き
や
す
い
の
で
愛
用
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
な
に
せ
一
〇
年
近
く

た
っ
て
お
り
ま
し
て
、
イ
ン
ク
が

飛
び
散
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
買
い
か
え
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
れ
も
、
丸

善
の
広
告
で
見
た
フ
ラ
ン
ス
の
ウ

オ
ー
タ
ー
マ
ン
、
非
常
に
値
段
の

高
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ

れ
を
選
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
万

年
筆
は
ウ
オ
ー
タ
ー
マ
ン
、
今
の

私
の
心
境
は
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
で
す

（
爆
笑
）。

学
生
の
こ
と
ば
、
今
流
行
の
こ

と
ば
で
言
え
ば
、
人
間
を
六
〇

年
も
や
っ
て
お
り
ま
す
と
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
先

程
、
私
が
こ
こ
に
赴
任
し
た
こ
ろ

か
ら
頭
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と

い
う
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ

ど
、
外
観
だ
け
で
な
く
、
中
身
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
年
を
と
る
と
ボ

ケ
る
と
か
記
憶
力
が
衰
え
る
と
か

い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

都
合
の
悪
い
こ
と
は
す
ぐ
に
忘
れ

ま
す
（
笑
）。
こ
れ
は
昔
か
ら
そ

う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
年
と
は
無

関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
（
笑
）。
つ

い
で
に
自
慢
話
を
い
た
し
ま
す
。

先
ほ
ど
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
去
年
の
九
月
に
ソ
ウ
ル
に
学

会
で
い
き
ま
し
た
。
成
田
の
空
港

で
待
っ
て
い
る
間
、
ソ
ウ
ル
と
は

ど
う
い
う
所
か
と
い
う
予
備
知
識

を
得
よ
う
と
、
家
内
が
持
っ
て
お

り
ま
し
た
交
通
公
社
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
開
き
ま
し
た
ら
、
う
し

ろ
に
ハ
ン
グ
ル
の
反
切
表
が
の
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
も
の

を
見
ま
す
と
、
名
所
旧
跡
は
ど
う

還
暦
祝
い
の
あ
い
さ
つ

東
北
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

外　

尾　

健　

一
（
故
人
）

温
故
知
新
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で
も
よ
く
な
る
の
が
私
の
く
せ
で

し
て
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
お
ぼ
え
て

や
ろ
う
と
勉
強
し
た
わ
け
で
す
。

母
音
が
一
〇
、
子
音
が
一
四
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
で
す
が
、
だ
い
た

い
ソ
ウ
ル
に
着
い
た
こ
ろ
に
は
、

街
の
看
板
は
読
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
行
っ
て
手
を

洗
い
な
が
ら
、
な
ぜ
俺
は
こ
ん
な

に
ク
ー
ル
な
ん
だ
ろ
う
（
笑
）
と

鏡
を
み
ま
し
た
ら
、
な
る
ほ
ど
頭

は
ク
ー
ル
な
ん
で
す
ね（
笑
）。
ま

あ
、
こ
れ
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
む
か
し
、

教
務
係
の
男
の
子
が
、「
学
生
は
、

鬼
の
折
茂
、
仏
の
外
尾
と
い
っ
て

い
る
」
と
い
う
の
で
、「
俺
は
そ
ん

な
に
甘
い
点
数
を
つ
け
た
お
ぼ
え

は
な
い
が
な
ぁ
」
と
言
い
ま
し
た

ら
、「
い
え
、
頭
か
ら
後
光
が
さ
し

て
い
る
」（
爆
笑
）
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

ま
あ
、
い
ろ
い
ろ
思
い
浮
か
べ

ま
す
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
六
〇

年
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
当
に
い

ろ
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
、

い
ろ
ん
な
人
に
教
え
ら
れ
て
今
日

ま
で
き
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

振
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ど
う
に
も

説
明
が
つ
か
な
い
偶
然
と
い
う
も

の
、
こ
れ
は
人
に
よ
っ
て
は
運
命

と
い
う
で
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は

神
の
導
き
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
確
か
に
そ
う

い
う
偶
然
と
い
う
べ
き
も
の
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
私
に

と
り
ま
し
て
は
、
す
べ
て
い
い
方

に
い
い
方
に
働
い
て
き
た
。
こ
の

点
は
い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
運
が
良
か
っ
た
と

い
っ
て
も
、
た
だ
、
流
れ
に
ま
か

せ
て
今
日
ま
で
き
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
な
り
に
身
に
つ
け

た
人
生
観
な
り
哲
学
と
い
う
も
の

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ご
参

考
ま
で
に
お
話
し
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
比
較
的

若
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
少
年

の
頃
、
病
気
に
な
っ
た
り
し
て
人

よ
り
遅
れ
た
と
き
に
、
自
分
に
い

い
き
か
せ
て
い
る
う
ち
に
身
に
つ

け
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
ひ

と
は
ひ
と
、
自
分
は
自
分
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
他
人
を
う
ら
や

ま
し
が
っ
た
り
、
自
分
が
い
ば
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
結
局
、
自
分
の
道
は
自

分
一
人
で
歩
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、
あ
る
局
面
で
他
人
と
比
較

し
て
う
ら
や
ま
し
が
っ
た
り
、
得

意
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
い
か

に
お
ろ
か
な
こ
と
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
を
比
較
的
早
く
か
ら
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す

が
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

中
で
は
一
番
役
に
立
っ
た
と
思
い

ま
す
。
昔
、
助
手
の
頃
、
私
の
指

導
教
官
の
先
生
か
ら
、「
君
は
大

物
だ
ね
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
目

の
前
に
バ
ス
が
き
て
い
る
の
に
走

ろ
う
と
も
し
な
い
で
、
悠
々
と
歩

い
て
次
の
バ
ス
に
乗
っ
た
（
笑
）

と
い
う
の
で
す
ね
。「
バ
ス
の
一
台

や
二
台
、
乗
り
遅
れ
て
そ
れ
が
な

ん
だ
」
と
い
う
の
が
私
の
い
う
マ

イ
ペ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

マ
イ
ペ
ー
ス
と
い
っ
て
も
、
お
お

む
ね
自
分
に
は
厳
し
い
が
、
他
人

に
は
で
き
る
か
ぎ
り
寛
容
に
と
い

う
態
度
を
と
り
つ
づ
け
て
き
た
と

思
い
ま
す
し
、「
自
分
は
自
分
」
と

い
っ
て
も
、
ほ
か
の
人
の
喜
び
や

悲
し
み
は
、
一
緒
に
な
っ
て
心
か

ら
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

二
番
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私

は
常
に
何
事
に
も
積
極
的
に
と
り

く
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
も
っ

と
も
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
に
は
手

を
抜
き
ま
す
が
、
肝
心
な
こ
と
は

一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で

す
。
二
、三
年
前
に
学
会
の
帰
り
、

四
国
を
伊
藤
君
、
高
木
君
と
一
緒

に
旅
行
し
て
回
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
伊
藤
君
が

「『
外
尾
先
生
に
お
け
る
幼
児
性
の

研
究
』
と
い
う
論
文
を
書
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
の
で
、

「
な
ん
だ
そ
れ
は
」
と
聞
き
ま
し

た
ら
、「
何
事
に
も
好
奇
心
を
も

つ
、
す
ぐ
に
高
い
と
こ
ろ
に
登
り

た
が
る
」（
笑
）
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
も
、
無
意
識
で
は
あ
り

ま
す
が
、
何
事
に
も
積
極
的
に
と

い
う
私
の
性
格
の
現
れ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
、
同
じ
事
な
ら
、
常
に

善
意
に
解
釈
し
ろ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
中
学
の
先
生
に
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
す
が
、
い
つ
も

肝
に
め
い
じ
て
今
日
ま
で
き
ま
し

た
。
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
は
本
当
に

気
が
楽
で
す
。
同
じ
酒
を
飲
む
に

し
て
も
、「
も
う
半
分
し
か
残
っ
て

い
な
い
」
と
い
っ
て
嘆
く
よ
り
、

「
ま
だ
半
分
も
残
っ
て
い
る
」
と

い
っ
て
喜
ぶ
方
が
人
生
は
楽
し
い

わ
け
で
す
。

ま
あ
、
い
ろ
ん
な
方
か
ら
教
え

ら
れ
た
も
の
が
私
の
人
生
哲
学
の

中
に
は
凝
縮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
今
日
は
こ
の
三
つ
を
な
に

か
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

申
し
上
げ
た
次
第
で
す
。

ほ
ん
じ
つ
は
ど
う
も
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
拍
手
）。

事
務
局
よ
り

　

故
坂
田
教
授
の
追
悼
文
は

次
号
で
掲
載
し
ま
す
。

で
す
。
こ
れ
は
中
学
の
先
生
に
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
す
が
、
い
つ
も

肝
に
め
い
じ
て
今
日
ま
で
き
ま
し
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資
戦
略
』『
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
』
を
出
版
し
た
。
退
職
後
の

商
業
出
版
で
は
、
共
著
で
『
海
外

水
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略

－

ア
ジ
ア
市
場

の
動
向
と
ベ
ト
ナ
ム
Ｐ
Ｐ
Ｐ
法
の

成
否

－

』
を
昨
年
出
し
た
。
近
年

は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
最
優
先
す
る
利
他
性

と
接
続
性
の
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を

日
本
企
業
・
日
系
企
業
が
行
う
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
経
営
を
提
唱
し
て
い

る
。職

業
生
活
か
ら
離
れ
て
み
る

と
、
読
書
が
深
く
な
っ
た
の
か
連

想
が
働
き
、
新
し
い
考
え
や
思
い

付
き
は
元
気
な
内
に
と
文
章
に
纏

め
る
。
ヘ
ボ
句
も
浮
か
ぶ
。「
古

稀
の
朝
み
つ
ば
の
雑
煮
餅
伸
び

る
」「
朝
寒
と
夜
寒
の
間
の
松
飾

り
」「
の
ぼ
り
見
る
広
瀬
河
原
の

夏
芙
蓉
」
広
瀬
川
の
宮
沢
橋
の

ボ
ー
ト
乗
場
だ
。「
目
に
は
青
葉

山
郭
公
は
つ
鰹
」
に
因
み
「
青
葉

山
無
花
果
甘
露
煮
広
瀬
川
」
と
も

詠
ん
だ
。
大
学
同
級
生
で
小
嶋
ゼ

二
十
五
日
仙
台
に
着
く
。
道

遥
か
な
る
伊
予
の
我
が
家
を

思
へ
ば

あ
な
た
な
る
夜
雨︵
よ
さ
め
︶

の
葛
の
あ
な
た
か
な芝

不
器
男

千
九
百
三
年
に
生
れ
二
十
六
歳

で
死
ん
だ
芝
不
器
男
の
名
は
、『
論

語
』「
為
政
篇
」
の
「
君
子
不
器
」

か
ら
採
り
、
特
定
用
途
に
し
か
役

立
た
な
い
器
で
な
く
幅
広
い
人
格

者
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
名
付
け

だ
。
関
東
大
震
災
の
際
、
東
京
帝

大
生
だ
っ
た
が
、
宇
和
島
の
東
・

明
治
村
（
あ
け
は
る
む
ら
）
に
帰

省
中
だ
っ
た
。
千
九
百
二
十
五
年

東
京
帝
大
農
学
部
を
中
退
し
、
東

北
帝
大
工
学
部
に
入
学
し
た
。
翌

年
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
し
始

め
こ
の
句
で
巻
頭
を
飾
っ
た
が
、

冬
季
休
暇
で
の
帰
省
後
、
仙
台
に

戻
ら
ず
千
九
百
二
十
七
年
授
業
料

滞
納
で
除
籍
に
な
っ
た
。
萩
の
仙

台
に
葛
の
伊
予
を
対
比
さ
せ
て
い

る
。
萩
も
葛
も
秋
の
七
草
で
花
は

共
に
藤
色
だ
。
仙
台
に
来
る
迄
の

長
旅
で
汽
車
の
窓
か
ら
秋
風
に
白

い
葉
裏
を
見
せ
る
葛
の
花
を
何
度

も
見
た
。
最
初
の
「
あ
な
た
」
は

車
窓
で
見
た
葛
の
花
咲
く
各
地
だ

が
、
二
度
目
の
「
あ
な
た
」
は
明

治
村
の
葛
の
花
咲
く
我
が
家
だ
。

実
家
の
兄
嫁
に
出
し
た
手
紙
に
も

こ
の
句
が
あ
り
、「
貴
女
」
と
も
掛

け
て
い
る
。
今
、
松
野
町
の
明
治

村
は
宇
和
島
藩
領
だ
っ
た
。
伊
達

政
宗
の
長
子
・
秀
宗
が
藩
祖
だ
。

家
康
の
孫
娘
・
振
姫
を
正
室
と
し

た
嫡
男
で
次
男
の
忠
宗
が
仙
台
藩

を
継
い
だ
。

筆
者
は
二
千
十
九
年
に
『
萩
の

仙
台

－

学
友
・
学
窓

－

大
石
眞

博
士
退
職
・
古
稀
記
念
論
文
・
文

集

－

』
を
自
費
出
版
し
た
。
筆
者

と
大
学
同
級
生
で
、
京
大
で
憲
法

を
教
え
た
大
石
眞
博
士
は
小
嶋

和
司
先
生
の
弟
子
で
、
筆
者
は

小
嶋
先
生
の
憲
法
ゼ
ミ
生
だ
。
法

学
部
同
窓
八
名
に
御
寄
稿
頂
い

た
。
二
千
十
一
年
の
東
日
本
大

震
災
に
つ
き
名
取
生
協
に
勤
め

る
白
石
さ
ん
に
も
御
寄
稿
頂
い

た
。
陸
奥
守
・
藤
原
実
方
が
馬
の

下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
だ
笠
島

道
祖
神
と
、
三
本
薄
の
実
方
墓

を
見
に
行
っ
た
際
、
偶
々
知
り

合
っ
た
。
西
行
が
訪
れ
た
墓
を
芭

蕉
は
見
つ
け
ら
れ
ず
「
笠
島
は

い
づ
こ
五
月
の
ぬ
か
り
道
」
と
詠

ん
だ
。

東
日
本
大
震
災
の
時
、
内
閣
官

房
長
官
だ
っ
た
枝
野
幸
男
前
・
立

憲
民
主
党
党
首
は
、
筆
者
と
同
じ

栃
木
県
立
宇
都
宮
高
校
・
東
北

大
法
学
部
卒
だ
が
、
最
後
の
小
嶋

ゼ
ミ
生
だ
っ
た
と
高
校
同
窓
会
で

知
っ
た
。

古
稀
記
念
の
自
費
出
版
は
続

き
、翌
年『
ア
ジ
ア
投
資
と
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
夢

－

石
川
幸
一
・
鈴
木
康

二
両
教
授
退
職
・
古
稀
記
念
論
文
・

文
集

－

』、昨
年
『
読
み
の
途
中

－

黄
泉
・
余
味

－

』を
出
し
、今
年
は

『
三
曲
二
百
歩
（
さ
ん
き
ょ
く
に

ひ
ゃ
っ
ぽ
）』、『
老
い
の
小
文
』
を

出
し
た
。
自
費
出
版
費
は
各
百
万

円
が
目
途
だ
が
、
問
題
は
貰
っ
て

貰
う
人
を
探
す
こ
と
で
、
千
部
、

五
百
部
、
二
百
八
十
部
、
上
下
各

五
十
部
と
減
ら
し
て
も
、
家
は

在
庫
の
山
だ
。E-m

ail

で
郵
送
先

を
教
え
て
頂
け
れ
ば
、
無
償
で
贈

呈
し
ま
す
の
で
、suzuki_9305@

yahoo.co.jp

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

筆
者
は
、
東
北
大
学
法
学
部
を

出
て
、
日
本
輸
出
入
銀
行
（
現
・

国
際
協
力
銀
行
）
に
入
り
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
駐
在
員
、
法
規
室
シ
ニ

ア
リ
ー
ガ
ル
オ
フ
ィ
サ
ー
、
海
外

投
融
資
研
究
所
主
任
研
究
員
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
駐
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
長
期

専
門
家
等
の
職
務
を
二
十
七
年
間

し
た
。
そ
の
間
『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ

ド
・
ベ
ト
ナ
ム
』『
ベ
ト
ナ
ム
民

法
』『
ア
ジ
ア
諸
国
の
倒
産
法
・
動

産
担
保
法
』『
タ
イ
行
政
法
』
等
八

冊
の
本
を
出
し
た
。
五
十
歳
で
別

府
に
あ
る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
教
授
と
な
り
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
法
、
ア
ジ
ア
金
融
市
場
、
ア
ジ

ア
投
資
戦
略

の
講
義
と
ゼ

ミ
を
持
ち
、

六
十
五
歳
で

退
職
し
た
。

『
ア
ジ
ア
投

自
費
出
版
と
知
る
ベ
ー
ス

鈴　

木　

康　
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ミ
と
民
法
の
太
田
ゼ
ミ
で
も
同
じ

だ
っ
た
千
葉
県
弁
護
士
会
に
属
す

る
妻
・
鈴
木
牧
子
（
旧
姓
・
川
村
）

と
、
毎
土
曜
日
に
筆
者
が
ま
と
め

た
文
章
を
ベ
ー
ス
に
二
時
間
程
話

す
。
千
葉
県
労
働
委
員
会
公
益
委

員
だ
っ
た
妻
は
、
当
時
事
務
局
に

い
た
東
北
大
法
学
部
一
年
下
の
鑓

水
三
千
男
氏
と
年
賀
状
交
換
を
し

て
い
た
。
年
賀
状
に
我
孫
子
市
立

図
書
館
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と

あ
っ
た
の
で
、
四
街
道
市
立
図
書

館
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
筆
者

か
ら
、
読
書
コ
メ
ン
ト
のE-m

ail

交
換
を
提
案
し
て
受
け
入
れ
て
も

ら
っ
た
の
で
、
交
換
用
の
文
章
も

溜
ま
る
。

筆
者
と
同
年
に
入
学
し
四
年
で

卒
業
し
た
同
級
生
は
九
十
人
し

か
い
な
い
。
教
養
部
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
闘
争
と
称
す
る
新
左
翼
学
生
運

動
で
、
教
養
部
試
験
ボ
イ
コ
ッ
ト

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
筆
者
は
高
校

時
代
ク
ラ
ス
委
員
と
し
て
高
校
闘

争
の
活
動
家
達
と
や
り
あ
っ
た
経

験
が
あ
る
。
学
生
達
で
作
っ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
水
準
で
、
社
会
で

使
え
る
知
識
・
考
え
方
は
身
に
付

か
な
い
、
と
大
学
闘
争
に
は
醒
め

て
い
た
。
銀
行
に
入
り
、
い
か

い
た
。
太
田
先
生
の
民
法
ゼ
ミ
で

は
宇
沢
弘
文
の
『
自
動
車
の
社
会

的
費
用
』
を
読
ん
だ
が
、
今
『
社

会
的
共
通
資
本
』
は
必
読
の
本

だ
。
法
学
部
の
講
義
と
ゼ
ミ
は
、

千
九
百
六
十
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
五

月
革
命
以
降
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
下

で
、
考
え
ら
れ
る
人
材
に
知
る

ベ
ー
ス
を
供
給
し
て
い
る
。

協
力
を
頂
い
た
こ
と
か
ら
、
思
い

切
っ
て
お
引
き
受
け
し
た
。

私
は
大
学
紛
争
が
ピ
ー
ク
に

あ
っ
た
昭
和
四
四
年
に
本
学
に
入

学
し
、
入
学
と
同
時
に
東
北
大
学

男
声
合
唱
団
（
以
下
「
男
声
」
と

い
う
。）に
入
団
し
た
。
私
の
学
生

生
活
は
騒
然
と
し
た
中
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
男
声
の
練
習
は
楽
し

く
、
コ
ン
パ
の
後
は
一
番
丁
を
歌

い
な
が
ら
練
り
歩
い
た
も
の
で
あ

る
。
大
学
卒
業
後
は
栃
木
県
庁
に

奉
職
す
る
一
方
、
地
元
の
合
唱
団

に
所
属
し
、
様
々
な
コ
ン
サ
ー

に
東
北
大
学
法
学
部
で
の
講
義

は
、
知
る
た
め
の
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
か
を
知
っ
た
。
他
大
学
卒

の
入
行
者
達
の
受
講
水
準
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
法
規
室
配
属
に
な
っ

た
東
大
卒
は
商
法
未
修
者
だ
っ

た
。
碧
海
純
一
先
生
の
法
哲
学
連

講
は
面
白
か
っ
た
が
、
東
大
で
は

講
義
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
遭
っ
た
と
聞

昨
年
一
二
月
、
私
は
地
元
宇

都
宮
市
内
の
ホ
ー
ル
を
借
り
切

り
、
古
希
記
念
と
銘
打
っ
て
、
声

楽
（
バ
リ
ト
ン
）
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
私
も
所
属
す
る
合
唱
団
「
萩
」

に
賛
助
出
演
し
て
頂
い
た
が
、
当

法
学
部
同
窓
会
の
清
水
事
務
局
長

が
「
萩
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

奮
戦
記
を
寄
稿
し
な
い
か
と
の
お

誘
い
を
受
け
た
。
果
た
し
て
私
の

原
稿
が
本
誌
に
相
応
し
い
も
の
か

と
躊
躇
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の

ト
に
出
演
し
て
き
た
。
そ
う
し
た

中
、
転
機
と
な
っ
た
の
は
合
唱
団

「
萩
」へ
の
参
加
で
あ
る
。「
萩
」は

二
〇
一
一
年
五
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
開

催
予
定
だ
っ
た
日
米
合
唱
祭
に
参

加
す
べ
く
、
東
北
大
学
Ｏ
Ｂ
の
作

曲
家
岡
﨑
光
治
先
生
を
指
揮
者
と

し
、
男
声
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
し
て
発

足
し
た
混
声
合
唱
団
で
あ
る
。
仙

台
と
東
京
に
別
れ
て
練
習
に
励
み

な
が
ら
本
番
を
目
前
に
控
え
て
い

た
二
〇
一
一
年
三
月
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
事
態
は
一
変
し
た
。

徐
々
に
被
害
が
明
ら
か
と
な
る
中

で
、
二
か
月
後
の
合
唱
祭
へ
の
参

加
は
可
能
な
の
か
と
い
う
深
刻
な

課
題
に
直
面
し
た
。
団
員
の
多
く

が
被
災
し
、
一
時
は
断
念
し
か

か
っ
た
も
の
の
、
私
た
ち
は
渡
米

を
決
断
し
た
。
そ
う
し
て
迎
え
た

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
、
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
は
二
五
〇
〇
人
の
聴
衆
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
と
客

席
が
一
体
と
な
る
中
、
私
た
ち
は

生
涯
忘
れ
得
ぬ
感
動
を
と
も
に
し

た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
合
唱
団
「
萩
」
は

私
の
音
楽
活
動
の
中
心
と
な
っ
た

が
、
間
も
な
く
し
て
、
岡
﨑
先
生

か
ら
声
楽
の
専
門
家
に
つ
い
て
個

人
的
な
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
と

の
指
示
を
受
け
た
。
幸
い
地
元
宇

都
宮
で
バ
リ
ト
ン
歌
手
と
し
て

後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
お
ら

れ
る
片
岡
真
理
先
生
の
指
導
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
、
私
の
音
楽
人

生
に
声
楽
と
い
う
新
た
な
道
が
加

わ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
の
音
楽
生

活
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
な
変

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
合
唱
は

ク
ラ
ス
タ
ー
の
元
凶
と
さ
れ
、
コ

ン
サ
ー
ト
は
お
ろ
か
練
習
す
ら
で

き
な
く
な
っ
た
。
一
方
、
声
楽
は

自
宅
に
お
い
て
独
り
行
う
も
の
で

あ
り
、
練
習
に
は
何
ら
制
約
が
な

い
。
こ
の
た
め
、
合
唱
が
で
き
な

い
分
、
余
計
に
声
楽
に
熱
が
入
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
熱
心

に
取
り
組
ん
で
み
る
と
、
そ
の
成

果
を
世
に
問
う
て
み
た
い
と
の
思

い
が
高
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
片

岡
先
生
に
そ
の
思
い
を
打
ち
明
け

て
み
た
と
こ
ろ
、
快
く
応
援
し
て

頂
け
る
と
の
返
事
を
得
た
。
こ
の

返
事
に
気
を
良
く
し
た
私
は
、
早

速
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
い
ず

れ
コ
ロ
ナ
が
下
火
に
な
り
、
コ
ン

サ
ー
ト
も
支
障
な
く
開
催
で
き
る

古
希
の
声
楽
コ
ン
サ
ー
ト

小　
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し
で
同
じ
画
面
を
見
つ
め
て
い
た

と
は
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
今
回

こ
の
会
報
に
ギ
ダ
ン
先
生
に
つ
い

て
書
く
よ
う
に
と
の
依
頼
も
い
た

だ
い
た
。

右
の
番
組
は
、
鈴
木
ギ
ダ
ン

（
義
男
）
先
生
（
一
八
九
四
～

一
九
六
三
）
が
現
在
の
憲
法
を
創

造
す
る
上
で
果
た
し
た
重
要
な
役

割
を
そ
こ
に
至
る
半
生
を
踏
ま
え

て
描
い
て
い
る
。

名
前
の
読
み
方
は
本
人
が
小
さ

い
頃
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
ギ
ダ

ン
先
生
に
つ
い
て
は
、
伝
記
刊
行

会
編
『
鈴
木
義
男
』（
一
九
六
四

年
）、
仁
昌
寺
正
一
「
鈴
木
義
男
」

東
北
学
院
資
料
室
運
営
委
員
会
編

『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
東
北
学

院
―
杉
山
元
治
郎
と
鈴
木
義
男
』

（
二
〇
〇
六
年
）
が
主
な
文
献
で

あ
る
。

二　

�

ギ
ダ
ン
先
生
の
生
涯
―
憲
法

の
誕
生
と
の
か
か
わ
り
で
―

ギ
ダ
ン
先
生
は
牧
師
の
子
と
し

て
福
島
県
白
河
に
生
ま
れ
、
自
身

も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
。

前
記
文
献
な
ど
か
ら
ギ
ダ
ン
先

生
の
資
質
な
り
飛
躍
を
示
す
事
跡

だ
ろ
う
と
い
う
楽
観
的
な
期
待
が

あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
。
ピ
ア
ノ
は
、
同
じ
男
声
Ｏ
Ｂ

で
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の

岩
渕
秀
俊
君
に
依
頼
し
、
快
諾
を

得
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
を
決
め
た
後
、
こ
れ
を

音
楽
仲
間
に
伝
え
、
協
力
を
求
め

る
の
は
大
き
な
勇
気
を
必
要
と
し

た
。
何
せ
声
楽
の
素
人
が
七
〇
歳

を
過
ぎ
て
初
め
て
単
独
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
こ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
私
自
身
、
無
謀
と
言
わ
れ
て

も
や
む
を
得
な
い
企
画
で
あ
る
こ

と
は
誰
よ
り
も
自
覚
し
て
い
た
。

当
時
打
ち
明
け
た
一
人
に
男
声

の
同
期
生
で
元
衆
議
院
議
員
の
簗

瀬
進
君
が
い
た
。
簗
瀬
君
は
現
在

昭
和
音
楽
大
学
の
学
長
を
務
め
る

無
類
の
音
楽
好
き
だ
。
同
君
か
ら

は
「
暴
挙
と
い
わ
れ
て
も
や
む
を

得
な
い
快
挙
だ
！
」
と
の
励
ま
し

（
？
）の
言
葉
を
頂
い
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
反
応
も
概
ね
似
た
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
、
何
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
い
う
全
く
根
拠
の

な
い
自
信
と
、
と
に
か
く
一
度
自

分
の
声
楽
の
ス
テ
ー
ジ
を
持
ち
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
企
画
を
少
し

私
の
初
の
バ
リ
ト
ン
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
何
と
か
大
き
な
破
綻
も
な
く

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
不
安

ば
か
り
が
胸
を
過
る
と
き
に
は
、

一
人
相
撲
と
は
正
し
く
こ
の
こ

と
か
と
自
嘲
し
た
も
の
だ
が
、
終

わ
っ
て
み
る
と
、
多
く
の
仲
間

や
家
族
と
の
結
び
つ
き
を
確
認

す
る
掛
け
替
え
の
な
い
機
会
と

な
っ
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ

り
私
が
何
を
得
た
か
と
言
え
ば
、

家
族
に
支
え
ら
れ
、
友
人
の
有
難

さ
を
し
み
じ
み
と
実
感
で
き
た
、

そ
の
一
言
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
残

る
人
生
に
次
に
何
を
目
指
す
べ

き
か
、
目
下
熟
考
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

い
て
い
た
縁
で
東
北
学
院
大
学
法

学
部
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
何
人
か
か

ら
今
年
の
賀
状
に
「
観
た
よ
」
と

い
う
添
書
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と

し
た
驚
き
。
日
頃
ご
無
沙
汰
ど
う

ず
つ
進
め
始
め
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
は
お
よ
そ

一
年
後
の
二
〇
二
一
年
の
一
二
月

四
日
と
し
た
。
幸
い
に
も
会
場
の

確
保
は
で
き
た
が
、
問
題
は
コ
ロ

ナ
の
動
向
で
あ
る
。
毎
日
の
報
道

に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
迎
え
た
昨

年
一
二
月
。
当
時
は
新
規
感
染
者

が
徐
々
に
減
少
し
、
新
規
感
染
者

ゼ
ロ
の
日
が
続
い
て
い
た
。
今
思

え
ば
、
奇
跡
的
な
谷
間
の
時
期
に

遭
遇
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
来
場
者
数
は
約
半
数
に
限
定

し
、
で
き
る
限
り
の
感
染
対
策
を

徹
底
し
た
。

こ
う
し
て
迎
え
た
本
番
で
は
、

娘
た
ち
が
裏
方
を
務
め
る
な
ど
一

家
総
出
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

な
っ
た
。
幸
い
会
場
に
は
案
内
を

差
し
上
げ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
来

て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
問

題
は
私
の
歌
の
出
来
で
あ
る
。
今

思
う
に
、
最
後
ま
で
歌
い
通
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
自
体
奇
跡
的

だ
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。
合
唱

団
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
絶
大
だ
っ

た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
一
方
、

妻
と
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
二
重
唱

は
今
思
い
出
し
て
も
冷
や
汗
が
出

る
。
ス
テ
ー
ジ
を
少
し
は
賑
や
か

に
し
よ
う
と
妻
に
二
重
唱
の
提
案

を
し
た
も
の
の
当
初
は
す
げ
な
く

拒
否
さ
れ
た
。
渋
る
妻
を
強
引
に

口
説
き
落
と
し
て
の
二
重
唱
だ
っ

た
が
、
何
と
か
了
解
を
得
て
か
ら

は
、
オ
ペ
ラ
の
場
面
を
想
定
し
た

段
取
り
の
確
認
が
我
が
家
の
日

課
と
な
っ
た
。
そ
し
て
迎
え
た
本

番
、
女
た
ら
し
の
貴
族
（
私
）
が

娘
（
妻
）
を
口
説
き
、
娘
の
手
を

取
っ
た
と
き
に
は
、
会
場
に
温
か

い
（
？
）
笑
い
と
ブ
ラ
ボ
ー
の
掛

け
声
が
響
き
渡
っ
た
。
歌
の
出
来

は
と
も
か
く
、
会
場
を
盛
り
上
げ

る
の
に
は
一
応
成
功
し
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
七
〇
歳
を
超
え
て
の

一　

は
じ
め
に

昨
年
五
月
二
日
、
憲
法
記
念
日

を
前
に
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集

「
義
男
［
ギ
ダ
ン
］
さ
ん
と
憲
法
誕

生
」
が
放
映
さ
れ
た
。
教
職
に
就

ギ
ダ
ン
（
義
男
）
先
生
の

生
涯
と
憲
法
の
誕
生

田　
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や
言
葉
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
抜
き

書
き
し
て
み
る
。
と
く
に
、
若
い

人
達
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
ひ
ら
が
な

に
直
し
て
引
用
す
る
。

⑴
東
北
学
院
中
等
部
時
代　

労
働

会
に
所
属
し
、働
き
つ
つ
学
ぶ
。

卒
業
前
の
院
長
面
接
で
将
来
の

方
針
を
聞
か
れ
、「
大
政
治
家

に
な
る
」
と
答
え
る
。（「
シ
ュ

ネ
ー
ダ
ー
院
長
追
悼
講
演
」）。

⑵
二
高
時
代　
「
自
我
の
充
実
と

共
に
大
な
る
使
命
を
帯
び
て
立

て
る
わ
れ
ら
の
社
会
我
を
期
し

て
自
我
充
実
の
徹
底
を
計
り
た

い
」。（「
二
つ
の
自
我
」）

⑶
東
大
学
生
時
代　

高
文
（
行
政

職
）、
外
交
官
、
司
法
の
各
試
験

に
合
格
、
助
手
採
用
。
二
高
の

先
輩
の
吉
野
作
造
教
授
（「
民

本
主
義
」
の
提
唱
者
）
の
影
響

を
受
け
る
。
結
婚

⑷
文
部
省
在
外
研
究
員
の
時
代　

英
、
独
、
仏
、
米
で
視
察
・
研

究　
「
今
自
ら
親
し
く
各
国
を

視
察
し
て
こ
の[

第
一
次
大
戦

に
よ
る]

破
壊
の
余
り
に
大
な

る
を
痛
感
い
た
し
候
。
⋮
又
し

て
も
人
類
は
一
大
愚
挙
を
敢
て

し
た
る
次
第
」。（「
独
逸
よ
り

ユ
リ
、
鈴
木
茂
三
郎
、
大
内
兵

衛
、
有
澤
博
巳
、
美
濃
部
達
吉
、

宇
野
弘
蔵
各
氏
ら
、
ホ
ー
リ
ネ

ス
系
教
会
牧
師
、
朝
鮮
独
立
運

動
関
係
者
等
の
各
治
安
維
持
法

違
反
事
件
を
弁
護

⑺
政
治
家
へ　
「
私
は
終
戦
後
い

ち
早
く
民
間
の
憲
法
研
究
団

体
で
あ
り
ま
す
る
憲
法
研
究
会

⋮
に
参
加
し
て
⋮
憲
法
は
根
本

的
に
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
、
草

案
も
作
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ

な
ら
民
主
革
命
が
で
き
そ
う
だ

と
希
望
を
持
っ
て
国
会
に
出
る

気
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」

（
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
於
け

る
公
述
速
記
）

⑻
日
本
社
会
党
衆
議
院
議
員
、
帝

国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
会
委

員
時
代　

特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
発
言
を
挙
げ
る
と
、

①
前
文
及
び
第
一
条
に
お
け

る
、
国
民
主
権
の
明
確
化　

政
府
案
は
国
民
の
主
権
と
い

う
言
葉
を
避
け
て
、「
至
高

の
総
意
」
な
ど
と
表
現
し

て
い
た
。
こ
れ
を
批
判
し

て
、「
国
民
全
体
が
此
の
主

権
の
主
体
で
あ
る
と
云
ふ
こ

と
を
闡
明
さ
れ
ま
し
て
⋮
端

的
に
、
明
快
に
、
何
人
に
も

分
か
る
よ
う
に
、
一
箇
条
を

設
け
て
ご
規
定
に
な
る
意
思

は
あ
り
ま
す
ま
い
か
」（
第

九
〇
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事

速
記
録
）　

第
一
条
に
国
民

主
権
を
規
定
す
る
と
い
う
主

張
は
通
ら
な
か
っ
た
が
、
結

局
、「
主
権
を
有
す
る
国
民
の

総
意
」
と
い
う
表
現
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
学
校
の
教

科
書
で
も
、
国
民
主
権
と
い

う
表
現
が
普
通
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

②
生
存
権
規
定
の
追
加　

政
府

案
に
つ
い
て
実
質
審
議
を

行
っ
た
小
委
員
会
に
お
け
る

生
存
権
追
加
の
社
会
党
案
の

審
議
で
潮
目
を
変
え
た
発
言

と
し
て
、「
そ
れ
な
ら
ば
生

存
権
は
も
っ
と
重
要
な
人
権

で
す
よ
、
結

局
一
九
世

紀
ま
で
の
憲

法
の
体
裁
だ

と
御
考
え

に
な
る
か
、

二
〇
世
紀

に
な
っ
て
か

ら
で
き
て
居
る
各
国
の

憲
法
の
よ
う
な
憲
法
を
作

る
こ
と
が
差
し
支
え
な

い
か
と
云
ふ
こ
と
に
帰
着
す

る
の
で
す
」。（
小
委
員
会
速

記
録
）

　

そ
の
他
、
戦
争
放
棄
条
項

（
九
条
）
で
平
和
主
義
を
宣
言

し
た
り
、
最
高
裁
長
官
は
天
皇

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
に

し
、
内
閣
総
理
大
臣
と
対
等
の

地
位
に
置
く
こ
と
な
ど
に
貢
献

し
た
。

⑼
司
法
大
臣
（
片
山
内
閣
）、
法

務
総
裁
・
国
務
大
臣
（
芦
田
内

閣
）
時
代　

司
法
省
廃
止
、
最

高
裁
創
設
な
ど
に
尽
力

三　

お
わ
り
に

現
行
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る

ギ
ダ
ン
先
生
の
登
場
は
、
ま
さ
し

く
「
天
の
采
配
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
一
）」）

⑸
東
北
大
法
文
学
部
教
授
時
代

一
九
二
四
年
か
ら
一
九
三
〇
年

ま
で
在
任
し
た
初
代
の
「
行
政

法
学
」
担
当
者
だ
っ
た
。

　
「
余
は
新
し
き
法
治
の
時
代

の
出
発
点
を
こ
の
人
格
的
生
存

権
の
承
認
に
置
き
、
そ
が
立
法

と
解
釈
と
を
通
し
て
い
か
に
発

展
せ
し
め
ら
る
る
か
見
た
い
と

思
う
の
で
あ
る
」。（「
所
謂
基
本

権
の
法
律
的
実
現
」）

　
「
予
の
意
見
は
⋮
普
通
教
育

軍
事
教
育
分
離
論
な
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
意
味
に
於
い
て
今

日
ま
で
の
教
育
が
既
に
誤
っ
て

い
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
今
更
軍
事
教
育
案
が

持
ち
上
が
っ
た
に
つ
い
て
俄
に

反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
」。

（「
所
謂
軍
事
教
育
案
に
就
て
」

河
北
新
報
一
九
二
四
年
二
月
）

　

翌
年
、
陸
軍
現
役
将
校
学
校

配
属
令
施
行
。
全
国
的
に
、
政

府
の
「
赤
化
教
授
」
追
放
の
圧

力
強
ま
り
、
ギ
ダ
ン
先
生
に
も

及
ぶ
。
同
僚
は
擁
護
。
つ
い
に
、

「
病
気
」
を
理
由
に
辞
表
提
出

⑹
弁
護
士
時
代　

帝
人
事
件
、
女

優
堕
胎
事
件
、
河
上
肇
、
宮
本

国会壇上にて　鈴木義男伝記刊
行会編『鈴木義男』より
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だ
。」 

【
付
記
】
２
の
（
8
）
②
に
引
用 

し
た
小
委
員
会
の
速
記
録
は
、

五
〇
年
間
非
公
開
に
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
が
憲
法
誕
生
に
つ
い

て
今
な
お
新
発
見
が
あ
る
根
本

原
因
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は
、

映
画
「
十
二
人
の
い
か
れ
る
男

た
ち
」
の
よ
う
に
面
白
い
。
関

連
資
料
と
合
わ
せ
て
編
集
し

た
『
帝
国
憲
法
改
正
委
員
小 

委
員
会
速
記
録
』
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。

は
じ
め
と
す
る
多
数
の
東
北
大
学

法
学
部
出
身
の
皆
様
の
支
援
を
受

け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
し
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
私
は
、
昭
和
48
年
３

月
、
福
島
県
立
相
馬
高
校
を
卒
業

し
、
同
年
４
月
に
東
北
大
学
法
学

部
に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
時
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
旧
帝
大

の
重
々
し
い
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

る
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
54
年
に
司
法
試
験

に
合
格
し
、
２
年
間
の
司
法
修

習
を
経
て
、
昭
和
57
年
４
月
、
仙

台
弁
護
士
会
に
入
会
し
、
今
年
４

月
、
満
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
40
年
の
間
に
、
仙
台
弁
護
士

会
の
会
長
（
平
成
20
年
度
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
の
理
事
を
兼
務
）、

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
副
会
長

（
平
成
21
年
度
）、
同
じ
く
事
務
総

長
（
平
成
24
年
度
、
同
25
年
度
）、

そ
し
て
、
今
回
の
会
長
と
し
て
の

２
年
間
を
合
計
す
る
と
約
６
年
間

日
弁
連
の
中
枢
部
で
働
い
て
き
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
は
法
曹

界
が
い
く
つ
か
の
大
き
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
法
曹
界

を
志
望
す
る
若
者
が
年
々
減
少
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
法
曹
養
成
の

制
度
改
革
に
大
き
な
「
ゆ
ら
ぎ
」

が
あ
り
、
若
い
世
代
に
大
き
な
不

安
を
持
た
せ
た
こ
と
も
原
因
で
す

が
、
三
権
の
１
つ
で
あ
る
司
法
を

支
え
る
有
為
な
人
材
が
多
数
集
ま

る
こ
と
が
司
法
の
基
盤
を
強
化
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
か
ら
同
30
年
ま
で
の

３
年
間
法
科
大
学
院
の
集
中
改

革
期
間
と
さ
れ
、
法
学
部
を
３
年

で
卒
業
し
法
科
大
学
院
の
既
修

（
２
年
間
）
に
進
学
す
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
３
＋
２
」
の
制
度

と
法
科
大
学
院
在
学
中
も
司
法
試

験
を
受
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

い
っ
た
制
度
の
修
正
を
含
む
改
革

が
行
わ
れ
、
こ
の
制
度
で
育
て
ら

れ
た
方
々
が
２
０
２
３
年
の
司

法
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
制
度
の
改

革
の
結
果
が
ど
の
よ
う
な
形
で
出

る
の
か
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
様
々
な
分
野
の
Ｉ
Ｔ

化
の
促
進
で
す
。

今
、
３
つ
の
分
野
で
同
時
進
行

し
て
い
ま
す
。
①
民
事
訴
訟
の

Ｉ
Ｔ
化
②
刑
事
手
続
の
Ｉ
Ｔ
化
③

民
事
調
停
手
続
や
強
制
執
行
手
続

等
の
Ｉ
Ｔ
化
で
す
が
、
こ
の
う
ち

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
①
が
先
行
し
令

和
４
年
の
通
常
国
会
で
法
案
の
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の 

Ｉ
Ｔ
化
に
付
随
し
て
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
①
に
つ
い
て
は

本
人
訴
訟
に
お
け
る
本
人
サ
ポ
ー

も
と
よ
り
、
本
人
の
資
質
、
努
力

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
⑺
に
引
用
し
た
回
顧
は
、

憲
法
施
行
の
約
十
年
後
、
自
民
党

が
憲
法
調
査
会
の
提
案
を
行
っ

た
と
き
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

で
は
、
ギ
ダ
ン
先
生
は
改
憲
論
に

つ
い
て
要
旨
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
現
行
憲
法
に
も
改
正
し
た
方

が
良
い
と
思
わ
れ
る
点
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
一
刻
を
争
う

よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。
改
正
論

者
の
ほ
ん
と
う
の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
天
皇
制
の
あ
る
意
味
で

の
復
活
、
第
九
条
の
大
改
正
、
家

族
制
度
の
あ
る
意
味
の
復
活
、
こ

う
い
う
ふ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と

思
う
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
だ

け
を
持
ち
出
す
と
抵
抗
が
あ
ま
り

に
強
い
の
で
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

す
る
た
め
に
項
目
を
た
く
さ
ん
並

べ
て
、
焦
点
を
多
岐
に
わ
た
ら
せ

て
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
て
、
主

た
る
狙
い
を
完
遂
し
て
し
ま
お
う

と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
、

最
も
警
戒
を
要
し
、
全
面
的
に
反

対
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。」　

こ
の
言
は
今
で
も
重
い
。

な
ぜ
な
ら
、「
自
衛
隊
明
記
」
は
小

改
正
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
す

で
に
二
〇
一
五
年
に
強
行
さ
れ
た

安
保
法
制
と
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
と

九
条
の
「
大
改
正
」
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。

読
売
新
聞
の
憲
法
記
念
日
の
コ

ラ
ム
に
出
て
い
る
「
オ
シ
ム
の
言

葉
」
に
目
が
留
ま
っ
た
。
オ
シ
ム

さ
ん
は
生
前
語
っ
た
と
い
う
。

「
勝
つ
と
大
切
な
直
す
べ
き
点

が
見
え
な
い
。
歴
史
、戦
争
、原
爆

の
上
に
立
っ
て
考
え
る
べ
き
だ
。

敗
戦
か
ら
最
も
学
ん
だ
国
は
日
本

私
は
、
令
和
２
年
４
月
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
の
会
長
に
就
任

し
、こ
の
度
、令
和
４
年
３
月
、２

年
間
の
任
期
を
終
え
て
退
任
し
ま

し
た
。
こ
の
２
年
間
、
歴
代
の
会

長
の
一
人
で
あ
る
大
阪
弁
護
士
会

の
久
保
井
一
匤
先
生
、
同
じ
く
仙

台
弁
護
士
会
の
重
鎮
で
あ
る
青
木

正
芳
先
生
、
私
の
修
業
時
代
以
来

の
恩
師
で
あ
る
織
田
信
夫
先
生
を

弁
護
士
が
一
番
の
生
き
が
い
！

荒　
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ト
を
ど
う
す
る
の
か
②
に
つ
い
て

は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
ど
う
担

保
す
る
の
か
で
す
。
①
に
つ
い
て

は
代
理
人
の
選
任
さ
れ
て
い
る
訴

訟
は
Ｉ
Ｔ
化
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

が
、
本
人
訴
訟
で
は
Ｉ
Ｔ
化
は
義

務
化
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
Ｉ
Ｔ
化
の
波
が
強
く
押
し
寄

せ
る
中
で
そ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

ど
う
作
り
支
援
し
て
い
く
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
②
に
つ
い
て
は

例
え
ば
刑
事
記
録
を
ネ
ッ
ト
上
で

授
受
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

り
、
そ
の
取
り
扱
い
は
極
め
て
慎

重
か
つ
厳
格
に
行
わ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
刑
事
記
録
を
受
け
取

る
側
の
弁
護
人
の
事
務
所
は
、
今

迄
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
目
指
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
も

し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
何
を
や

り
た
い
か
と
問
わ
れ
た
な
ら
、
私

は
弁
護
士
を
や
る
と
断
言
し
ま

す
。
こ
ん
な
に
や
り
が
い
が
あ

り
、
生
き
が
い
が
感
じ
ら
れ
る
仕

事
は
外
に
な
い
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
私
達
弁
護
士
が
身
に
付

け
て
い
る
弁
護
士
の
記
章
は
「
魔

法
の
バ
ッ
チ
」
で
す
。
こ
れ
を
身

高
な
使
命
を
帯
び
て
お
り
、
そ
の

点
で
は
か
な
り
「
幅
の
広
い
公
共

性
」
を
持
ち
、
ど
の
組
織
や
団
体
、

そ
し
て
個
人
か
ら
も
束
縛
を
受
け

な
い
と
い
う
誰
よ
り
も
「
強
い
独

立
性
と
主
体
性
」
を
兼
ね
備
え
た

存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
職
業
は
外
に
は
あ
り
ま
せ

平
成
25
年
に
法
学
部
を
卒
業
し

た
五
十
嵐
優
貴
と
申
し
ま
す
。
現

在
、
東
京
の
法
律
事
務
所
で
弁
護

士
と
し
て
活
動
す
る
一
方
で
、
筆

名
「
五
十
嵐
律
人
」
名
義
で
小
説

家
と
し
て
の
肩
書
も
有
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
の
10
月
に
開
催
さ
れ

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
、
卒

業
生
の
一
人
と
し
て
記
念
講
演
に

招
い
て
い
た
だ
き
、
本
会
報
誌
へ

寄
稿
す
る
機
会
も
頂
戴
し
た
次
第

で
す
。

小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
も
、
弁
護
士
登
録
を
し
た
の

も
、
令
和
２
年
と
直
近
の
こ
と
で

ん
。
私
の
周
囲
の
東
北
大
学
法
学

部
の
出
身
者
の
中
に
は
、
私
達
が

こ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

十
分
自
覚
し
体
現
し
て
い
る
方
々

が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
よ
り
多

く
の
後
輩
の
皆
さ
ん
に
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
職
業
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
、
私
の
こ
と
を
知
ら
な
い
方

が
大
多
数
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

冒
頭
に
書
き
ま
し
た
と
お
り
、

平
成
25
年
に
法
学
部
を
卒
業
し
た

後
、
そ
の
ま
ま

ロ
ー
ス
ク
ー
ル

に
進
学
し
、
平

成
27
年
に
司
法

試
験
に
合
格
し

ま
し
た
。
よ

う
や
く
法
律

家
へ
の
道
が
拓

か
れ
た
わ
け
で

す
が
、
燃
え
尽
き
症
候
群
の
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、
な
ぜ

か
小
説
を
書
き
た
い
と
思
い
立
っ

て
、
司
法
修
習
に
進
む
の
で
は
な

く
、
裁
判
所
職
員
と
し
て
働
き
な

が
ら
、
小
説
の
執
筆
と
新
人
賞
へ

の
投
稿
を
繰
り
返
す
日
々
を
送
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
紆
余
曲
折
を
経
て

（
文
字
数
の
関
係
で
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）、
約
３
年
後
に

講
談
社
が
主
催
し
て
い
る
「
メ

フ
ィ
ス
ト
賞
」
と
い
う
新
人
賞
を

受
賞
し
、『
法
廷
遊
戯
』
と
い
う

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
舞
台
に
し
た

リ
ー
ガ
ル
ミ
ス
テ
リ
ー
で
作
家
デ

ビ
ュ
ー
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
裁
判
所
書
記
官
と
し
て

働
き
な
が
ら
刑
事
裁
判
や
民
事
裁

判
で
の
弁
護
士
の
活
動
を
間
近
で

見
て
い
る
う
ち
に
、
鎮
火
し
て
い

に
付
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ど
の

組
織
、
ど
の
団
体
、
ど
の
個
人
で

あ
っ
て
も
対
等
に
交
渉
に
挑
み
、

依
頼
者
の
た
め
に
活
動
で
き
る
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
私

達
弁
護
士
は
基
本
的
人
権
の
擁
護

と
社
会
正
義
の
実
現
を
使
命
と
す

る
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

弁
護
士
会
の
会
務
と
呼
ば
れ
る
活

動
の
中
で
、
あ
る
い
は
有
志
に
よ

る
弁
護
団
の
活
動
の
中
で
自
分
が

や
り
た
い
と
思
う
分
野
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ

る
会
員
は
消
費
者
問
題
、
少
年
問

題
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

人
々
の
権
利
擁
護
の
問
題
に
力
を

注
ぎ
、
あ
る
会
員
は
医
療
問
題
、

男
女
共
同
参
画
問
題
、
災
害
問
題

に
取
り
組
み
、
そ
の
分
野
の
専
門

家
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
会
員

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
極
め
て

幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
か
な
り
深

く
精
通
し
て
い
る
会
員
が
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
弁
護
士
会
は
数
少

な
い
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
よ
う
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

私
達
は
、「
高
い
専
門
性
」
を
身

に
付
け
、ま
た
、基
本
的
人
権
の
擁

護
と
社
会
正
義
の
実
現
と
い
う
崇

リ
ー
ガ
ル
ミ
ス
テ
リ
ー
へ
の
挑
戦

五
十
嵐　

優　
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す
る
サ
ー
ク
ル
や
キ
ャ
ン
パ
ス

の
描
写
な
ど
は
、
東
北
大
学
を
想

起
す
る
部
分
が
多
く
あ
る
の
で
は

⋮
⋮
、
と
夢
想
し
て
い
ま
す
。

作
家
兼
弁
護
士
と
い
う
二
足
の

草
鞋
を
履
い
て
一
年
半
ほ
ど
闇

雲
に
走
っ
た
結
果
、
弁
護
士
は
一

人
の
依
頼
者
に
寄
り
添
っ
て
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事

で
、
一
方
の
作
家
は
、
不
特
定
多

数
の
読
者
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
だ

と
い
う
実
感
が
少
し
ず
つ
持
て
て

き
ま
し
た
。
双
方
に
携
わ
れ
る
か

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
ミ
ス
タ
ー
東
北
大
グ

ラ
ン
プ
リ
を
頂
き
ま
し
た
東
北
大

学
法
学
部
の
高
井
努
で
す
！

今
回
法
学
部
同
窓
会
の
お
声
が

け
で
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て

ら
こ
そ
果
た
せ
る
何
か
が
あ
る
と

信
じ
て
、
今
後
も
手
探
り
で
進
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
北
大
の
在
学
生
や
卒
業
生
の

活
躍
は
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
頻
繁
に

見
か
け
て
お
り
、
と
て
も
心
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
、
一
卒
業

生
と
し
て
、
何
か
し
ら
の
成
果
や

良
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ご
挨
拶
と
近
況
報

告
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

自
分
は
ミ
ス
タ
ー
コ
ン
を
通
し

て
多
く
の
人
と
知
り
合
い
た
い
と

い
う
思
い
が
一
番
強
く
あ
り
ま
し

た
。
私
は
部
活
と
バ
イ
ト
ば
か
り

で
、
大
学
に
ほ
と
ん
ど
知
り
合
い

が
い
な
い
と
い
う
日
々
で
し
た
。

そ
こ
で
ミ
ス
コ
ン
に
出
れ
ば
、
学

祭
の
方
や
、
他
の
学
生
と
の
交
流

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
で
新
歓
も
難
し
く
部
員
が
減

り
つ
つ
あ
る
学
友
会
の
部
活
動
で

す
が
、
自
分
が
部
活
動
の
雰
囲
気

を
発
信
し
、
学
友
会
の
楽
し
さ
等

を
伝
え
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
も
考

え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
慣
れ
な
い
オ
シ
ャ

レ
を
し
て
み
た
り
、
当
日
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
向
け
て
準
備
し

た
り
と
大
変
な
日
々
で
し
た
。
一

番
大
変
だ
っ
た
の
は
あ
り
き
た
り

で
す
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
動
で
す
。
芸
能

人
は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
な
の
一
言

に
尽
き
ま
す
ね
。
ど
う
し
て
も
写

真
を
撮
ら
れ
る
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て

し
ま
っ
た
り
、
ポ
ー
ズ
も
思
い
つ

か
ず
、
ほ
ん
と
に
大
変
で
し
た
。

で
も
そ
の
中
で
多
く
の
方
と
知
り

合
い
、
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
て
、
お
声
掛
け
い
た
だ
く

こ
と
も
増
え
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

当
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、

大
喜
利
や
胸
キ
ュ
ン
シ
ー
ン
な

ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
頭
を
悩

た
熱
意
に
再
び
火
が
つ
き
、
４
年

遅
れ
で
司
法
修
習
に
参
加
し
て
弁

護
士
登
録
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

以
上
が
、
私
の
略
歴
と
な
り
ま

す
。
数
年
の
間
に
、
学
生
、
公
務

員
、
司
法
修
習
生
、
作
家
兼
弁
護

士
と
肩
書
が
変
遷
し
て
お
り
、
波

乱
万
丈
と
い
う
よ
り
も
、
落
ち
着

き
の
な
い
人
生
を
送
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
正
し
い
見
立
て
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

若
干
補
足
す
る
と
す
れ
ば
、
学

部
生
時
代
か
ら
作
家
に
な
り
た

い
と
い
う
志
を
持
っ
て
い
た
か
と

い
う
と
、
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
な
く
、
法
律
の
奥
深

さ
（
と
麻
雀
の
面
白
さ
）
に
の
め

り
こ
ん
で
、
文
学
と
は
無
縁
の
大

学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
司
法
試
験
に
合
格
し
た

後
に
筆
を
執
っ
た
の
は
、
単
な
る

思
い
付
き
や
迷
走
で
は
な
い
は
ず

で
、
熱
し
辛
く
冷
め
や
す
い
自
分

が
こ
こ
ま
で
熱
中
し
た
法
律
の
面

白
さ
を
幅
広
い
世
代
に
伝
え
た
い

と
い
う
漠
然
と
し
た
想
い
に
駆
ら

れ
て
、
そ
の
媒
体
と
し
て
小
説
を

選
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
自
己
分
析
し

て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら

一
貫
し
て
法
律
を
テ
ー
マ
に
据
え

た
リ
ー
ガ
ル
ミ
ス
テ
リ
ー
を
書
き

続
け
て
お
り
、デ
ビ
ュ
ー
作
の『
法

廷
遊
戯
』
で
は
冤
罪
、
２
作
目
の

『
不
可
逆
少
年
』
で
は
少
年
法
、
３

作
目
の
『
原
因
に
お
い
て
自
由
な

物
語
』
で
は
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

（
学
校
内
弁
護
士
）
を
扱
い
、
そ

こ
に
青
春
要
素
や
ミ
ス
テ
リ
ー
要

素
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
幅

広
い
世
代
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

娯
楽
小
説
を
目
指
し
て
日
々
キ
ー

ボ
ー
ド
を
叩
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
東
京
で
生
活
し
て
お

り
ま
す
が
、
仙
台
に
は
法
学
部
・

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
裁
判
所
職
員
時

代
と
、
約
10
年
間
住
ん
で
お
り
ま

し
た
。
20
代
の
ほ
と
ん
ど
の
思
い

出
が
仙
台
に
詰
ま
っ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
小
説

を
書
く
際
に
も
、
意
識
的
に
、
あ

る
い
は
半
ば
無
意
識
に
、
仙
台
を

舞
台
に
設
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
年
の
春
に
刊
行
さ
れ
た
連

作
短
編
「
六
法
推
理
」
は
、
大
学

の
無
料
法
律
相
談
所
に
持
ち
寄
ら

れ
る
複
雑
怪
奇
な
相
談
を
、
大
学

生
ペ
ア
が
解
決
し
て
い
く
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
名

称
こ
そ
変
え
て
い
ま
す
が
、
登
場

ミ
ス
タ
ー
東
北
大
に
選
ば
れ
て

高　

井　
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ま
せ
ま
し
た
。
剣
道
部
と
い
う
こ

と
で
迫
力
の
あ
る
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
胸
キ
ュ
ン

シ
ー
ン
で
は
剣
道
だ
け
で
な
く
法

学
部
と
い
う
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
な
と
思
い
、
法
律
ネ
タ
を
織

り
交
ぜ
て
み
ま
し
た
。
思
い
の
外

反
響
が
あ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

剣
道
部
で
は
週
６
で
活
動
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思

う
よ
う
に
活
動
が
で
き
ず
、
気
が

つ
い
た
ら
最
高
学
年
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
飲
食
店
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
コ
ロ
ナ
で
捗
ら
ず
退
屈
な

毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
ミ
ス

コ
ン
に
参
加
し
た
こ
と
は
と
て
も

良
い
刺
激
に
な
り
、
参
加
し
て
良

か
っ
た
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
部

と
し
て
も
、
剣
道
部
の
宣
伝
に
も

な
り
、
コ
ロ
ナ
で
減
り
つ
つ
あ
る

部
員
を
回
復
出
来
た
ら
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

賞
品
に
あ
り
ま
し
た
留
学
に
つ

い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
々
海
外

渡
航
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
希
望
と
し
て
は
高
校

時
代
に
西
洋
史
が
好
き
だ
っ
た
の

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
行
き
た

い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
候
補

に
イ
ギ
リ
ス
が
あ
っ
た
の
で
、
イ

な
ど
の
コ
ン
テ
ス
ト
状
況
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
賞
品
の
留
学
と

は
ス
ポ
ン
サ
ー
提
供
「
1
週
間
の

咲
き
誇
る
桜
の
下
で
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
家
族
と
記

念
写
真
に
写
る
。
そ
ん
な
入
学
式

は
は
な
か
ら
期
待
し
て
い
な
か
っ

た
。
綺
麗
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
毎
日

の
び
の
び
と
授
業
を
受
け
る
。
そ

ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
も
ま

た
、
は
な
か
ら
期
待
し
て
は
い
な

か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
る
窮

屈
な
生
活
は
、
何
も
私
た
ち
の
入

学
直
前
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
私
た
ち
の
一
つ
上
の
方
々
も

ま
た
、
同
様
に
入
学
式
が
な
く
な

り
、
授
業
は
基
本
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
は
ず

だ
。
む
し
ろ
、
初
め
て
導
入
す
る

留
学
の
機
会
」と
の
こ
と
。
な
お
、

写
真
は
学
友
会
報
道
部
提
供
に
よ

る
も
の
で
す
。）

シ
ス
テ
ム
を
試
さ
れ
る
こ
と
ば
か

り
で
、
我
々
の
そ
れ
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
私

は
、
大
学
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
何
の
疑
問
も

抱
か
な
か
っ
た
し
、
さ
し
て
ス
ト

レ
ス
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ

は
私
が
実
家
に
住
ま
い
、
学
校
に

行
か
ず
と
も
人
と
直
に
会
話
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
今
年
か
ら
一
人
暮
ら
し

を
開
始
し
た
同
輩
の
中
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
っ
て
耐
え
難

い
孤
独
を
強
い
ら
れ
た
方
も
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

と
一
口
に
言
っ
て
も
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
型
な
の
か
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
な
の
か
双
方
向
型
な
の
か
否
か

な
ど
、
様
々
な
授
業
形
態
が
考
え

ら
れ
よ
う
。
私
の
と
る
授
業
の
中

に
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
も
の
も
多

い
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
授
業
の
受

け
方
に
は
そ
の
人
の
性
格
が
表
れ

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
、
皆

さ
ん
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
先
生

に
よ
っ
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
授

業
を
ど
の
よ
う
に
受
け
て
ほ
し
い

か
も
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
定

刻
通
り
に
受
け
て
ほ
し
い
先
生
も

い
れ
ば
、
朝
一
の
頭
が
働
い
て
い

な
い
状
態
で
受
け
る
よ
り
も
、
一

日
の
一
番
集
中
で
き
る
時
間
に
受

け
て
ほ
し
い
と
い
う
先
生
も
い
る

だ
ろ
う
。

か
く
言
う
私
は
、
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
す
ぐ
に
溜
め

込
ん
で
し
ま
う
タ
チ
で
あ
る
か
ら

し
て
、
一
度
溜
め
た
ら
、
そ
こ
で

試
合
終
了
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
誰
に
も
頼
ま
れ
て
も
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
私
は
オ
ン
デ
マ
ン

ド
の
授
業
を
ほ
ぼ
毎
時
間
定
刻
通

り
か
、
あ
る
い
は
早
め
に
受
け
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
毎
日
あ
る

１
限
か
ら
の
授
業
は
さ
し
て
苦
痛

ギ
リ
ス
の
文
化
財
と
か
を
見
て

ま
わ
り
た
い
で
す
。
私
は
海
外
に

行
っ
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
の

で
、
こ
の
賞
を
頂
け
た
こ
と
も
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

部
活
、
バ
イ
ト
ば
か
り
の
大
学

生
活
で
し
た
が
、
ミ
ス
コ
ン
を
通

し
て
素
敵
す
ぎ
る
思
い
出
が
出
来

ま
し
た
。
本
当
に
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
編
集
補
足　

東
北
大
学
祭
で

は
「
東
北
大
学
祭
ミ
ス
タ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
度
グ
ラ
ン
プ
リ
を
高
井
さ
ん
が

獲
得
し
、
東
北
大
学
新
聞
12
月
15

日
発
行
の
第
474
号
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

（
当
該
記
事U

RL

：https://ton-
press.blogspot.com

/2021/12/
m

rtohokudai.htm
l

）

自
己
Ｐ
Ｒ
で
、「
特
技
、
魅
力
ア

ピ
ー
ル
」
で
は
剣
道
部
後
輩
を
相

手
に
掛
り
稽
古
を
実
演
し
観
客
を

圧
倒
、「
胸
キ
ュ
ン
シ
ー
ン
対
決
」

で
は
「
第
1
条
、
俺
の
こ
と
し
か

好
き
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
法
律
に
関
す
る

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
後
輩

を
引
っ
張
る
男
ら
し
さ
を
見
せ
る

楽
し
い
大
学
生
活

根
地
戸　
　
　

葵
（
法
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で
は
な
い
に
せ
よ
、
咄
嗟
に
声
を

か
け
ら
れ
る
相
手
が
い
な
い
と
い

う
の
は
な
か
な
か
寂
し
い
よ
う
な

気
も
す
る
。
人
と
直
接
に
関
わ
る

こ
と
が
減
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
利
用
し
て
他
人
と
繋

が
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
に
な
っ
た
の
だ
な
、
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
。

人
と
の
繋
が
り
の
話
で
は
言
え

ば
、
困
る
の
は
私
た
ち
だ
け
で

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
授
業

の
み
な
ら
ず
、
種
々
の
イ
ベ
ン
ト

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
学
生
同
士
の
縦
の

繋
が
り
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
あ
る
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、

昨
年
か
ら
は
そ
れ
以
前
と
比
べ
て

学
生
か
ら
の
質
問
の
メ
ー
ル
や
問

い
合
わ
せ
が
格
段
に
増
え
た
と
い

う
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
先
生
が

い
く
つ
か
の
仮
説
を
あ
げ
て
い
た

の
だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
で
私
が

一
番
納
得
し
た
も
の
が
、
そ
れ
以

前
と
比
べ
て
先
輩
と
話
す
機
会
が

減
っ
た
こ
と
で
、
学
生
が
授
業
に

つ
い
て
の
疑
問
を
先
輩
に
尋
ね
る

こ
と
な
く
い
き
な
り
教
師
に
ぶ
つ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
も

の
だ
。
確
か
に
、
私
は
特
に
ど
な

た
か
同
学
部
の
先
輩
と
繋
が
り
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
そ
の
先
生
に
直
接
メ
ー
ル

で
質
問
し
た
口
で
も
あ
る
。
そ
も

そ
も
、
授
業
の
こ
と
に
つ
い
て
先

輩
に
質
問
す
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ

ン
す
ら
頭
に
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
先
生
方
も
例
年
で
あ
れ

ば
皆
ま
で
言
わ
ず
と
も
よ
か
っ
た

こ
と
ま
で
一
々
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
な

く
て
は
い
け
な
く
な
る
な
ど
、
不

便
な
思
い
を
な
さ
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
と
も
思
わ
れ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
こ
こ
ま
で

受
け
て
き
て
、
そ
の
功
罪
を
身

を
も
っ
て
感
じ
て
き
た
。
だ
が
だ

か
ら
と
い
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
永
遠
に
続
く
わ
け
で
は
な
い

し
、
明
日
か
ら
全
面
対
面
に
切
り

替
わ
る
、
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
得

な
い
の
で
あ
る
。
私
は
し
が
な
い

一
学
生
と
し
て
、
明
日
か
ら
も
化

粧
を
せ
ず
、
人
前
で
は
と
て
も
履

け
な
い
中
学
校
の
頃
の
ジ
ャ
ー
ジ

を
身
に
つ
け
て
、
定
刻
通
り
受
講

を
開
始
す
る
。
い
つ
ま
で
こ
の
生

活
が
続
く
の
か
な
ど
我
々
に
は
想

像
も
つ
か
な
い
。
何
か
思
う
と
こ

ろ
あ
っ
て
、
行
動
を
起
こ
す
方
も

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
残
念
な

が
ら
、
特
に
思
想
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
私
は
こ
の
ま
ま
無
批
判

に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
講
を
続
け
て

い
く
予
定
で
は
あ
る
が
、
願
わ
く

ば
来
年
の
新
入
生
た
ち
は
満
開
の

桜
の
下
で
輝
か
し
い
入
学
式
を
迎

え
、
素
敵
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
送
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
本
稿
は
２
０
２
１
年
10
月
発

行
の
全
学
教
育
広
報
誌
「
暁
光
」

掲
載
文
を
発
行
元
了
解
の
う
え
転

載
し
た
も
の
で
す
。）

で
は
な
い
。
こ
れ
が
対
面
の
授
業

で
あ
れ
ば
こ
う
は
い
か
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
私
の
家
か
ら
学
校
に
行

く
ま
で
に
は
、
お
よ
そ
一
時
間
か

か
る
。
ま
た
、
華
の
女
子
大
生
ら

し
く
、
私
も
朝
の
準
備
に
は
時
間

が
か
か
る
の
だ
。
そ
れ
が
ど
う
だ

ろ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
で
あ

れ
ば
ど
ん
な
服
を
着
て
い
よ
う
が

誰
に
白
い
目
で
見
ら
れ
る
で
も
な

し
、
化
粧
を
し
て
い
な
く
て
も
こ

そ
こ
そ
し
な
く
て
い
い
の
だ
。
当

然
、
顔
出
し
の
な
い
授
業
に
限
ら

れ
た
話
で
は
あ
る
の
だ
が
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
、
全
員
が
全
員
そ
う

い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
私

の
場
合
、
公
共
交
通
機
関
を
使
っ

た
り
学
校
で
過
ご
し
た
り
不
特
定

多
数
の
人
に
見
ら
れ
る
に
は
そ
れ

な
り
の
準
備
や
覚
悟
が
な
い
と
縮

こ
ま
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
話
で
あ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
は
本
来
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
予
防

の
措
置
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

あ
ま
り
共
感
を
得
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
は
こ
の
よ
う
な
勉
強
に
は
あ
ま

り
関
係
が
な
い
部
分
で
の
気
負
い

を
解
消
し
て
く
れ
る
、
そ
う
い
う

余
得
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
学

生
の
本
分
は
学
問
で
は
あ
る
が
、

集
団
の
中
で
生
き
て
い
く
上
で

は
、
そ
の
ほ
か
に
も
色
々
と
気
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
当

然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
取

り
除
か
れ
る
こ
と
の
良
し
悪
し
は

さ
て
お
き
、
通
常
の
対
面
授
業
が

行
わ
れ
て
い
た
時
よ
り
も
今
の
よ

う
な
形
で
の
授
業
の
方
が
心
が
楽

で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

当
然
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
い
い

こ
と
ば
か
り
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
授
業
で
人
と
会
え
な
い
分
、

友
達
が
作
り
づ
ら
い
。
サ
ー
ク
ル

や
部
活
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で

は
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
授
業
は

最
後
の
砦
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
こ
こ
ま
で
な
ん
と
な
く
お
察

し
い
た
だ
い
て
い
る
や
も
し
れ
な

い
が
、
私
は
"
そ
う
で
な
い
人
"

代
表
の
よ
う
な
女
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
そ
う
で
あ
る
。
ご
想

像
の
通
り
、
私
に
は
あ
ま
り
友
達

が
い
な
い
。
常
に
誰
か
と
一
緒
に

い
な
い
と
ダ
メ
だ
と
い
う
タ
イ
プ
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（1）令和３年度収支決算（案）と令和４年度予算（案）
１．ほぼ順調な会費納入、しかしコロナによって同窓会活動が再び制限される
　会費につきましては、皆さんのご協力によりほぼ予算計画に近い額を確保することができました。なお、収入合
計の予算未未達額が 1,011,269 円と 100 万円を超えておりますが、これは「桜基金」収入が大幅な予算未達となっ
たためです。
　支出では、会議や全国理事会が中止になったことが大きく、300 万円近くが未使用となりました。財政の減少が
生じなかったとはいえ残念でなりません。なお、今年度逝去された会員のご遺族から“長い間お世話になりまし
た”とのお言葉があり、お１人は会費に、お一人は「桜基金」にご寄付をいただきました。こころから御礼を申し
上げます。

２．令和４年度予算について
　コロナの状況次第ですが、今年は沈静化して同窓会活動が正常化するとの前提で編成しました。しかし、１，２
の支部を除いてここ２年間は総会を開催していない支部がほとんどですから、今年環境が変わって活動を立ち上
げるとしてもご苦労されることが懸念されます。そこで、主に通信費を念頭に各支部に財政面の補助を行うことに

「令和3年度収支決算（案）」と「令和4年度予算（案）」� 単位：円

★収入の部 （▲）は収入の減少 

項　　　目 令和 3 年度予算 同左決算 予算対比 令和 4 年度予算
１）会費等 5,700,000 5,483,000 ▲ 217,000 5,700,000（年会費・一般会員および新入生会員）
２）利　息 640 371 ▲ 269 640（実績勘案）
３）広告料 0 0 0 0
４）雑収入・その他 20,000 19,000 ▲ 1,000 20,000（寄附金等）
５）桜基金 1,000,000 207,000 ▲ 793,000 300,000

合　　　計 6,720,640 5,709,371� ▲ 1,011,269 6,020,640

★支出の部 （▲）は支出の減少 

項目 令和 3 年度予算 同左決算 予算対比 令和 4 年度予算
１）会費等 100,000 6,000 ▲ 94,000 100,000（平年並み）
２）事業費（会報発行ほか） 630,000 629,553 ▲ 447 760,000（会報作製費・賛助金等）
３）事務費（旅費・人件費ほか） 3,125,000 1,404,468 ▲ 1,720,532 3,525,000（旅費・データ管理費・コンビニ手数料）
４）通信費（郵送料ほか） 435,000 386,124 ▲ 48,876 410,000（会報郵送料）
５）振替手数料 210,000 189,845 ▲ 20,155 210,000（実績勘案）
６）桜基金 1,000,000 0 ▲ 1,000,000 1,463,000（5 本植え替え分）

合　　　計 5,500,000� 2,615,990� ▲ 2,884,010 6,468,000�

★収支差額の部  

項目 令和 3 年度予算 同左決算 予算対比 令和 4 年度予算
１）収支差益 1,220,640 3,093,381 （増加）1,872,741 ▲ 447,360
２）前期繰越金 26,242,013 29,335,394 
３）次期繰越金 29,335,394 28,888,034（見込み）
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して、「支部活動支援」として 40 万円を計上することにいたしました。また、「桜基金」につきましては、最初の
５本の植樹が決定しましたので、その経費 146.3 万円を借方に計上しました。形としては、法学部同窓会が経費分
を東北大学基金に寄付し、東北大学基金が支出することになっています。（植え替えの必要な桜はまだ多くありま
す。桜基金へのご寄付をどうぞよろしくお願い致します。）
　今年度も財政基盤強化の目標に変わりはありません。特に平成以後の卒業生の会費ご協力をお願いいたします。
　なお、予算とは関係がありませんが、来年「同窓会名簿」を発行することが決まり今年から準備に入ります。今
回からは業者（サラト）が作成・売り上げ管理を行うことになりますので同窓会の収支には一切関係がなくなりま
すが、皆さんのご協力をよろしくお願い申し上げます。

（2）令和４年度行事予定
　コロナ状況から多くの予定が流動的です。最新情報は同窓会 HP でご覧ください。

令和４年
　４月 25 日
　５月 30 日
　６月 01 日
　６月 11 日
　６月 18 日
　７月 15 日
　７月 22 日
　８月 26 日

第１回運営委員会（メール審議）
同窓会「会報」第 49 号発行
監査会
広島支部総会（Zoom 利用）
理事会
宮城支部総会
岩手支部総会
北海道支部総会

　８月 27 日
　９月 16 日
　９月 28 日
　10 月 21 日
　10 月 28 日
令和５年
　１月 25 日
　３月

新潟支部総会
大阪支部総会
第２回運営委員会
法科大学院部会総会
福島支部総会

第３回運営委員会
卒業祝賀会

開 催 中 止：法祭大、東海支部、同窓会総会・東京支部会総会
開催日時未定：秋田支部総会、青森支部総会、山形支部総会、学術振興基金関係

（3）学術振興基金（理事長：蘆立教授）
　法学部同窓会学術振興基金の支援対象自主ゼミも、仙台模擬国連が公共政策研究会と統合、また、萩法会が助成
対象から外れ、現在は研究大学院生の「東北法学」刊行会をはじめ無料法律相談所・模擬裁判実行委員会・法社会
学研究会・俱楽部国際法・NEGOISTIC・公共政策研究会の７グループとなりました。一昨年に引き続きコロナ対
応のあおりで課外活動が大幅に制限されて、コロナ発生以前のように活発な対外活動ができませんでした。それで
も、「東北法学」は紀要第 55 号を発行、模擬裁判は 11 月 20・21 日２年ぶりとなる第 70 回公演「難考」（違法捜査
と女神の糾罪）を川内萩ホールに 372 名の観客を集めて開催しました。無料法律相談所は恒例の地方出張相談も開
催できず参考図書法令集を購入、法社研は研究紀要「轍」（COVID-19 がもたらす新しい時代の方と社会）を発行、
俱楽部国際法は２月 11 ～ 13 日の Jessup 国内予選に参加し被告書面で２位に入り、Negoistic ! は 11 月６・７日の
冬の大学対抗交渉コンペティションで 11 位の成績を収めました。公政研は前期後期と研修を重ねその参考図書を
購入しました。

（4）中善並木維持について
　退官直前の中川善之助教授と当時の法学部新入生との交流から生まれ育った「中善並木」は、現在川内南キャン
パスの法学部・図書館・川内萩ホール駐車場の間の道路両側に 40 本の桜並木としてあり、毎年桜の開花時期に多
くの文系学生や市民に親しまれています。年配の同窓生の皆様ご存じの通り、中川先生は百年前の法文学部創設時
から昭和 40 年３月定年退官に至るまでの 40 年間を東北大学法学部で教壇に立たれ、無料法律相談所の礎を築いて
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こられました。桜並木の中に、先生の筆による「若き日の友情と感激のために」の石碑と故林屋名誉教授による解
説プレートが置かれています。
　しかしソメイヨシノの老木化は年々進行しており、これまでも
五分の一に当たる８本の入れ替えを行いました。今春も５本の入
れ替えを実施しました。今回はソメイヨシノの後継樹と目される
ジンダイアケボノ（ソメイヨシノより木が少し小さくピンク色が
少し濃くテング巣病にかかりにくい）の若木を植えました。埋蔵
文化財との兼ね合いもあり樹木に与えられた地面は文字通り根
元回りの僅かばかり、周辺の樹木に妨げられて十分な日光も浴び
られず成長が押さえつけられる、という過酷な環境ではあります
が、精一杯頑張って花を咲かせています。
　植替えに当たっては同窓会に桜基金を設けて皆様から多くの寄付を頂いております。しかし若木一本の植え替
えには、付帯経費込みで 30 万円が必要です。今年の植え替え後の基金残高は 50 万円を切る水準で、今後の植え替
え資金手当てが難しい状況にあります。せめて後数十年間この並木を維持するために、今年も桜基金への寄付をお
願い申し上げる次第です。
　ご賛同いただける方は下記のゆうちょ口座へご厚志をお寄せくださるようお願いいたします。一口 5000 円とし
て何口でも結構です。
　ゆうちょ口座：仙台　02270-7-2999　東北大学法学部同窓会　
振込手数料は同窓会で負担しますので赤色の振込用紙をご利用ください。その際振込用紙に「桜基金」の旨を書き
添えてください。

（5）令和4年度総会審議事項資料
　今年度も総会開催がコロナ対応で見送りとなりました。総会議案を掲載します。恐縮ですが提案内容でのご了承
をお願い申し上げます。なお、ご意見あれば事務局まで連絡ください。

（メール　dosokai@alumni.law.tohoku.ac.jp　　FAX　022-795-6181）

１．令和３年度決算案及び令和４年度予算案
　　同窓会報本号本部だより（１）掲載の通り。
２．令和４年度同窓会運営方針案
　同窓会運営基盤の強化
　１）支部活動の強化⇒支部活動の再開支援のため各支部に活動支援金を配布する。
　２）財政基盤強化⇒宮城支部の職域グループや支部役員からの働きかけをお願いする。
　３）会員名簿の作成準備⇒（株）サラトが請け負い発行する方式で令和５年に刊行する。
　４） 同期会の活性化⇒新たに同期会を開催計画する年次グループに案内通信費を助成する。また、乾杯用「萩

丸」を凡そ参加者 10 人に１本提供することとしたい。
　５） 同窓会 HP の活用強化⇒タイムリーに学部情報や萩友会情報を更新掲載するとともに。写真を活用して学

内状況が身近に感じられるようにする。
　６） 自主ゼミ支援の強化⇒ゼミ活動への有効な助成金支給と共に「学士會報」の配布など各自主ゼミ代表との

接触機会を増やし、現役学生の同窓会への要望把握に努め、同窓会活動への理解を深めてもらう。
　７）同窓会記録の整備⇒同窓会設立 50 年以降の活動記録整備を継続する。
　８） 同窓会事務局のあり方検討⇒事務局後継者の模索継続と共に今後どのように事務局機能を維持するかの議
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令和3年度　卒年別会費納入状況（件数）
（会報掲載用資料）

卒　年 S19 卒 S21 S22 S23 S27 S28（旧）S28（新） S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35
件　数 1 1 1 1 3 7 7 15 13 16 27 20 23 43
卒　年 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49
件　数 30 30 20 38 19 23 21 46 29 26 30 32 37 28
卒　年 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63
件　数 38 26 40 31 33 34 36 29 30 21 17 24 19 25
卒　年 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14
件　数 15 23 24 19 12 17 11 7 16 7 17 9 8 6
卒　年 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
件　数 6 6 7 12 3 4 2 2 3 5 5 5 3 6
卒　年 H29 H30 R1 R2 R3 研究院 法科院 公共院 新院生 新学部生 合　計
件　数 6 7 5 11 5 10 37 14 45 121 1510

論を深める。
３．行事企画
　　同窓会報本号本部だより（２）掲載の通り。
４．その他
　１）桜基金⇒５月に５本の植え替えを実施。今後の植え替えのため基金募集を継続する。
　２）萩友会⇒大学本部担当部署との連携を強化し、他学部同窓会情報を把握して運営の参考とする。
５．役員改選案
　　 役員任期満了となるので下記役員の選任を提案します。任期は令和６年度総会終了までとなります。なお、任

期途中で役員の交代があった場合は後任者が前任者の残余期間を引き継ぐものとします。
　　　会　長　戸澤英典研究科長
　　　副会長　高橋宏明（S38）　清野智（S45）
　　　監　事　網塚忠優（S45）　鈴木勇（S52）　佐々木裕司（S58）
　　　理　事　（北海道）新田義英（S46）（青森）佐々木郁夫（S54）（秋田）佐藤博身（S41）
　　　　　　　（岩手）廣田淳（S50）（宮城）高橋宏明（S38）渡辺泰宏（S53）（山形）長澤好光（S46）
　　　　　　　（福島）松本友作（S47）（新潟）武石宜夫（S48）（東京）清野智（S45）澤田淳（S45）
　　　　　　　（東海）近藤淳一（S39）（大阪）藤田勝利（S42）（広島）稲田英明（S47）
　　　　　　　（法科大学院）都築直哉（院 H22）（事務局）清水廣行（S39）岡崎隆一（S42）（幹事長）佐藤宏

（6）同窓会との連絡
　Tel 022-795-6181（月水金午前中）
　Fax 022-795-6181
　メール　dosokai@alumni.law.tohoku.ac.jp
　〒 980-8576　仙台市青葉区川内 27-1　東北大学法学部同窓会事務局
　ゆうちょ口座　仙台 02270-7-2999　東北大学法学部同窓会
　　　　　　　　振込手数料は 110 円のみご負担ください。赤色の振込用紙を利用ください。
　 コンビニ及びスマホ決済は、名簿管理会社の株式会社サラトに委託しています。操作時サラト表示が出ても安心

してご利用ください。
　HP　www.law.tohoku.ac.jp/alumni/

第 49 号（26）会　　　　　　　　報令和4年5月30日



卒業生進路状況
令和３年度の卒業生は学部生で 156 名でした。大学院修了者は法学研究科修士課程で６名・博士課程で

１名、法科大学院で 33 名、公共政策大学院で 32 名です。合計 228 名が新たな道へ巣立ちました。法科大
学院修了生は全員司法試験受験を準備中です。公共政策大学院関係では、国税庁、総務省が各２名、東京
家裁、財務省財務局、東京国税局、防衛省、経産省、公正取引委員会事務総局、東北農政局、国立大学法
人宮城教育大、国際医療福祉大、山梨県庁、函館市役所、長野市役所、仙台市会議員、一般社団法人国際
交流サービス協会、社会保険診療報酬支払基金、一般財団法人日本自動車研究所、株式会社 IHI、アドバン
スト・ロジスティクス・ソリューションズ株式会社、東洋安全防災株式会社、三井住友信託銀行、三菱総
合研究所、三菱電機株式会社、株式会社 digglue、リ・デザイン（株）、NGO が各１名、３名が就職準備中
となっています。学部卒業生及び研究大学院関係の進路状況は調査結果がまだ判明していませんので、取
りまとめ結果判明次第同窓会 HP にてお知らせします。
　会報第48号で掲載できなかった平成２年度法学部卒業生の進路状況はすでに同窓会HPで掲載しました
が内容は以下の通りです。
　複数名が就職したのは、裁判所８名（最高裁・青森地裁・仙台家裁・山形家裁・東京地裁・水戸地裁・神
奈川・静岡）、仙台市役所７名、宮城県庁、東京都庁、厚生労働省、国土交通省が各３名、NHK、東北電力、
日本製鉄、日本郵船、農林中央金庫、山田コンサルテング、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機
構、文部科学省、宮城県、宮城労働局、石川県庁、栃木県庁、が各２名、でした。各１名の就職先は、一
般企業・団体では、NTT コミュニケーションズ、SMBC 日興証券、大林組、岡本、（株）Dirbato、ギミッ
ク、キャノンマーケティング、金融業、サインアーテック、さがえ西村山農業協同組合、GC ストーリー、
GU、七十七銀行。信金中央金庫、新京成電鉄、ソフトバンク、大和証券、タマホーム株式会社、電通デジ
タル、東京臨海高速鉄道、東ソー、東邦銀行、中川商事、ニトリ、日本銀行、日本政策金融公庫、野村総
合研究所、八十二システム開発、日立製作所、フリー語学講師、ベネッセスタイルケア、みずほフィナン
シャルグループ、三井住友銀行、三井住友信託銀行、森永製菓、りそな銀行。官公庁では、秋田県庁、板橋
区役所、大田区役所、関東信越厚生局、金融庁、群馬県庁、公正取引委員会、厚生労働省仙台検疫所、埼
玉県、埼玉県庁、財務省、参議院事務局、仙台国税局、総務省関東総合通信局、東京都、東京労働局、富
山県庁、長野県庁、新潟県庁、北海道庁、水戸市役所、山形県、山形県庁。そのほか、９名が就活中、８
名が国家試験・公務員試験受験準備中。大学院進学は 24 名で、東北大学大学院法学研究科法科大学院が 11
名、東北大学大学院法学研究科公共政策大学院が５名、明治大学大学院法務研究科法科大学院が２名、大
阪大学大学院高等司法研究科法科大学院、東京大学大学院法学政治学研究科、東北大学大学院国際文化研
究科、一橋大学大学院法学研究科法科大学院、一橋大学国際公共大学院、北海道大学大学院法学研究科が
各１名でした。また、法学研究科研究大学院で１名が博士課程に進級しました。
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〇無料法律相談所
　新１年生のみなさんこんにちは、東北大学無料法律相談所です！
　私たち、東北大学無料法律相談所（通称：法相）は、法学部の自主ゼミの一つです。ここでは、みなさ
んに法相の魅力を知ってもらうために、法相がどんな団体なのか、どんな活動をしているのか、などを簡
単に紹介します！
　私たちは、現在２～４年生合わせて 70 名ほどで活動しています。この自主ゼミの歴史は古く、1928 年
に設立され、今年で 94 歳を迎えるたいへん伝統のある団体です。
　活動内容としては、仙台市民の皆さんをお客様として、契約や相続のトラブル等、法律に関する相談（民
事・行政のみ）を受け付け、教授や弁護士の先生方のご指導を受けながら、学生が直接お客様と対面して
回答を行う、というものです。活動の期間は、４月から７月と 10 月から１月で、この期間の毎週土曜日に
活動を行っています。
　また、毎年の夏休み中には、東北のいずれかの地に赴き、１泊２日で無料法律相談を行う「出張相談」
という活動も行っています。
　では、法相にはどのような良いところがあるのか、についてもお話ししたいと思います。まずは、なん
といっても実際の事案を扱っている、ということです。相談活動を通した実践的な学習から法律知識を身
につけることができ、社会で法律がどのように運用されるのかを目の前で見ることができます。それと同
時に、一般市民の方々を相手にするため、コミュニケーション能力やマナーといった、社会人としての基
本が自然と身につきます！
　「自分は法曹志望じゃないから…」「法律の知識もほとんどないのに相談なんか受けて大丈夫なのかな…」
というような不安を感じている方も、心配する必要はありません！私たち法相のメンバーは、必ずしも法
曹志望の人ばかりではなく、むしろ民間や公務員志望の人もたくさんいます！また、実際に回答するのは
上級生であり、先生方の助言もいただけるので、過度に不安を抱く必要もありません。学校の講義などで
勉強して、徐々に知識をつけていけばなんの心配もありません。
　また、先輩後輩とのつながりを持てるというのも大きな魅力の一つです。法相では、法律相談だけでな
く、お花見、芋煮会、忘年会、卒コンなど、一年の中でたくさんのイベントがあります。こうしたイベン
トを楽しみながら同学年のみんなとの親睦を深めたり、先輩後輩との交流を持つこともできます！
　さて、ここまで読んでくれてありがとうございます。ですが、ここに書いた法相の魅力はほんの一部で
す。ぜひ新歓や活動に遊びに来て、自分の目で確かめてみてください！みなさんと会えることを、所員一
同楽しみにしています！

〇模擬裁判実行委員会
【活動内容】
　東北大学法学部模擬裁判実行委員会は「法学部生としての視点から社会問題を取り上げ、裁判劇を通し
て、法と社会の関わりについて市民の皆様に考えていただくきっかけを作る」という理念のもと、毎年川
内萩ホールにて模擬裁判劇の公演を行っています。令和４年度は「違法捜査」をテーマに、公演を行いま
した。模擬裁判とは、法科大学院等の授業で行われているもので、これらは実際に行われる裁判とほぼ同
様の手続きや法律に則って行われます。そのため、専門用語が多数使用されるなど、法律の知識を前提と
したものが多くなっています。それに対して、当委員会が行なっている模擬裁判は他の多くの模擬裁判と
は異なり、「劇」の形をとっているため、緊張感のある法廷シーンに加え日常シーンでの人々のドラマが描
かれているのが特徴です。
　テーマ決め、劇作、演出、資金集めなど、公演の為に必要な活動は殆ど全て委員だけで行います。一年
間かけてじっくりと準備し作り上げた模擬裁判劇を市民の方々に提供しています。

【ゼミの特徴】
　一年生から三年生までの全員が積極的に関わるのが大きな特徴です。基本的に一年生は劇を演じ、上級
生は劇作や団体の運営を行っています。横のつながりも縦のつながりも強いため、コロナがなければ旅行
に行ったり、遊んだりということもしています。
　また、活動理念が利他的であることも特徴の一つです。もちろん自分たちの学びも兼ねていますが、専
ら法知識の社会への還元を目的としているため、他者にどう伝えるかということを常に意識しなくてはな
りません。他者を意識し思考することは、法学部生としても一市民としても非常に重要なことですから、
そういった意味では利他性と利己性を両方備えた活動と言えるかも知れません。誰かの役に立てる様に活
動していたら、結果自分の役にも立っているという様なイメージでしょうか。兎に角やりがいがあります。
　

自主ゼミだより
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興味があったら是非ホームページを覗いてみて下さい。
【連絡先】
住所　980-8576　宮城県仙台市青葉区川内 27-1　東北大学法学部棟内
E-mail tohoku.mogisai@gmail.com
ホームページ　tohokumogisai.jimdofree.com

〇法社会学研究会
　わたしたち法社会学研究会 ( 法社研 ) は、様々な社会問題と法制度との関連を探求していくことを目的と
して活動している団体です。
　前期・後期の最初の月に活動のテーマを設定し、半年間の基本的な方向性を決定します。たとえばこれ
までには、ICT 教育、地方創生問題、子ども問題、COVID-19、交通問題などを活動テーマとして扱って
きました。こうしてテーマを策定した上で、主に次のような活動を実施します。
① ゼミ活動　活動テーマに沿って、各々が関心に基づいて発表テーマとその内容を設定し、レジュメやス

ライド等の資料にまとめます。そして毎週の活動の中で発表を行い、それをもとに全体でディスカッ
ションをして理解や考えを深めます。ドキュメンタリーを視聴することもあります。

② フィールドワーク　普段のゼミ活動での学びを踏まえつつ、疑問や興味のあること、さらに深く探求し
ていきたいことについて、夏休み・春休みの長期休業期間に、その分野に精通した当事者や研究者、行
政機関を訪問し、実際の現場の状況や法制度の課題などのお話を伺います。

　また法社研での活動には以下のようなメリットが挙げられます。
① 時事に強くなれて、日常や就活など他の場面で活かせる！
　 ゼミ活動を通して、世間で話題になっている事柄やその背景にある社会の構造を学ぶことができます。

メディアで見聞きする情報を積極的に取り込んだり、考えたりする力がつきますし、これは将来社会へ
出てからも大いに役立ちます。またフィールドワークを通じて現場の方々から直接お話を伺う経験は、
大学生活の中でも貴重な経験の一つになると思います。

② 授業、他の部活動・サークル・自主ゼミ、アルバイトと両立できる！
　 活動が大変かもと思われたあなたは心配不要です。期末試験のある７月・１月の活動は休みですし、活動

は強制参加ではないので、忙しい人も自分の状況に合わせて対応できます。実際に現メンバーも、法社
研とは別に学友会やボランティア活動などに励んでいます。また活動ではオンラインを併用するので、
自宅や大学以外からでも参加可能です。

みなさんと法社研で活動できることを楽しみにしております！

〇倶楽部国際法
　私たち倶楽部国際法は、その名の通り日々国際法に関する知識を深め、研究を行っています。主な活動
内容としては、夏に行われる Japan Cup と冬に行われる Jessup と呼ばれる模擬裁判大会に出場すること、
また大会に向けた準備をすることが挙げられます。
　具体的にどのような活動を行っているのかを知って頂くために、まずは大会の内容について説明しま
す。大会において、私たちは架空の国際紛争の当事国代理人として法廷に立ち、原告・被告それぞれの立
場から弁論を行います。弁論の際には、裁判官役である弁護士の方々や国際法学者の方々と質疑応答を交
えながら、自国の主張の説得性をアピールします。また、大会の際に採点の対象となるのは、弁論だけで
なく、メモリアルと呼ばれる各参加チームの主張を書面にまとめたものも含まれます。メモリアルは、大
会の１～２か月前に提出し、その時までに主張の大半の内容を決めることになります。大会で出題される
国際紛争は非常に難解ですが、それだけにやりがいは大きく、何より部員同士で意見をぶつけ合い、より
完成度の高いメモリアルや弁論を目指していくことの面白さを感じることが出来ます。
　ここまでの紹介から、倶楽部国際法は硬派なサークルと思うかもしれません。しかし、本サークルでは、
大会後の旅行や芋煮会、東北大学祭への出店など、部員全員で盛り上がれる行事も多くあります。昨年度は
新型コロナウイルスの影響で大会がオンラインで行われるなど、例年通りの活動とはならない部分もあり
ました。しかし、私たちはコロナ禍がもたらした変化をマイナスと捉えるのではなく、むしろ成長のチャ
ンスと捉え、様々な工夫を凝らしながら前向きに活動しています。以下、メールアドレスと Twitter のア
カウントを載せておきますので、私たちの活動に興味をもっていただけましたら、ご連絡のほどよろしく
お願いたします。

メールアドレス：tcil.tohoku@gmail.com
Twitter アカウント：@clubkokusaiho
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〇Negoistic!
　こんにちは！東北大学法学部自主ゼミの Negoistic ! です。私たちは、毎年 11 月ごろに開催される「大学
対抗交渉コンペティション」という大会に向けて、１、２年生を中心に活動しています。この大会は、一
昨年と昨年度は新型コロナウイルスの影響でオンラインでの開催となりましたが、例年は上智大学で開催
されています。大会では、大学対抗で「仲裁」と「交渉」を行って競い合います。
　「仲裁」とは、私人間の紛争を解決する手段の一つで、各大学がそれぞれ企業の代理人として、自分たち
の企業を勝たせるために弁論し合います。大会の準備期間には、問題文から事実関係を整理し、主張を組
み立て、主張内容を書いた書面を作り、相手の反論を考えます。「仲裁」は、実際の裁判に近いため、法曹
志望の方におすすめです！また、活動を通して、法律の知識や、論理的思考力、ディベート力を身につけ
ることができ大学の授業にも役にたちます。
　「交渉」では、企業の副社長や事業部長などの役職につき、相手企業と win-win の関係になるように話し
合います。その名の通り企業間の「交渉」です。準備期間では、問題文や秘密情報をもとに自社の理念や
優先する項目などを決めて、資料作りなども行います。プレゼン力や社会人としての振る舞い、戦略を練
る力が身につくため、公務員や民間企業などを目指している人におすすめです！
　私たちの自主ゼミの面白さは、実際の「仲裁」や「交渉」に近い経験を楽しみながらできるところです！
大会準備期間はもちろん、学部の勉強をしているときや目上の人と話すときなどの日常でも自分の成長を
感じることができます。大会を終えた後は大きな達成感が味わえますし、一つの目標に向かって努力した
かけがえのない友人、先輩ができます！
　自主ゼミは、法学部のサークルのような組織なので、気軽に参加することができ、他のサークルや部活
との兼サーも可能です。分からないことなどがあれば、お気軽にメールや Twitter の DM でお問い合わせ
ください！新しいことに挑戦したい、法学部っぽいことがしたい、大学生活を充実させたい人はぜひ私た
ちと一緒に活動しましょう！

連絡先
　Mail　negoistic.tohoku@gmail.com
　Twitter　@Negoistic

〇公共政策研究会（公政研）
　皆さんこんにちは！公共政策研究会です。
　私たちは何をしているのかというと、皆さんもよくご存知のディベートです。ディベートというとある
議題に対して参加者が意見を述べていき、挙げられた意見をもとに話し合いを進めていくというものを想
像されるでしょう。企業の面接や公務員試験でも取り入れられています。非常に難しいものですが、私た
ちの自主ゼミではこのディベートをみんなと協力しながら行っています。
　具体的には、各グループが議題を決め、レジュメを作成します。そして、ディベートはそのレジュメに
基づいて進めていきます。そのためあまり自分が精通していない分野でも、レジュメを読めば意見を形成
できるようになっています。各グループには必ず上級生が付きますのでレジュメの作成の仕方などに関し
ては心配無用です。そしてこのレジュメ作成は１セメスターに１度という頻度なのでさほど負担はありま
せん。よくあるテーマとして、地方自治・労働問題・農業関係・観光関係・外交問題・教育関係・エネル
ギー政策などを扱います。また、一言にディベートといってもある議案に対して賛成・反対の二手に分か
れて議論する方法のほか、社会問題に対して全員で意見を出し合い解決策を模索するなど様々な形式があ
り、議題に応じた議論方法を採用しています。
　公政研の活動は週に１回（皆さんの都合の良い時間帯を調査した上で決定します）なので、他の部活動
やサークルとの掛け持ちも充分可能です。また新型コロナウイルスの流行状況に応じて、対面とオンライ
ンを併用するなどそれぞれの事情に応じた活動を行う予定です。
　最後になりますが、この自主ゼミの魅力はディベートを通して新たな知見を得られるところです。一人
で考えていると都合の良いところで完結してしまいがちですが、意見を交わすことで一人では気付けな
かったことに気付くことがあります。その感覚はただ本などを読むだけでは体験できないものです。是非
皆さんにその経験をしていただきたいと思っています。もし少しでも興味をお持ちいただけましたら、記
載の連絡先までお問い合わせください！
メール：tu.koseiken@gmail.com　twitter：@kouseikentohoku
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か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
北
海

道
支
部
で
す
。

北
海
道
支
部
の
設
立
時
期
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
昭
和
30

年
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
の
は

間
違
い
な
い
よ
う
で
、
60
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

北
海
道
支
部
の
同
窓
会
の
活
動

で
す
が
、
毎
年
８
月
第
４
金
曜

日
に
同
窓
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
例
年
25
名
程
度
の
会
員
と
と

も
に
同
窓
会
本
部
か
ら
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
最
近
の
東
北
大
学
の

状
況
を
伺
う
と
と
も
に
、
世
代
を

超
え
て
会
員
の
大
学
時
代
の
話
で

盛
り
上
が
る
と
い
う
の
が
定
番
で

す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
な
先
輩

方
か
ら
仕
事
に
邁
進
す
る
若
手
の

み
な
さ
ん
ま
で
、
話
題
が
途
切
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者

数
は
少
な
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
し
て
い
る
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
鑑

み
、
２
年
間
同
窓
会
の
開
催
を
見

合
わ
せ
ま
し
た
が
、
今
年
こ
そ
は

開
催
し
た
い
と
支
部
長
以
下
、
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
東
北
大
学
同
窓
会
北
海

道
連
合
会
事
務
局
と
も
連
携
し
、

相
互
に
会
員
紹
介
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
連
合
会
の
紹
介
動
画
を
作

成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://alps.b.la9.jp/rengou 
kaitoha2011.htm

支
部
の
課
題
と
し
て
は
、
若
年

会
員
の
参
加
が
限
定
さ
れ
て
い
る

の
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
く
、
ま

た
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
若
年
会
員
に
限
ら
ず
、

「
北
海
道
に
戻
っ
て
き
た
」、「
以

前
参
加
し
て
い
た
が
し
ば
ら
く
ぶ

り
に
参
加
し
た
い
」「
北
海
道
在 

住
で
は
な
い
が
、
そ
の
頃
は
旅
行

や
出
張
で
札
幌
に
行
く
の
で
参
加

し
て
み
た
い
」
な
ど
理
由
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
参
加
の
希
望
が

あ
れ
ば
開
催
の
ご
案
内
を
い
た
し

ま
す
。

年
齢
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
大

歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
北
海

道
支
部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ 

さ
い
。

［
事
務
局
連
絡
先
］

西
澤　

香
衣
（
平
成
４
年
卒
）

kai@
epm

ail.hepco.co.jp

（
勤
務
先
：
北
海
道
電
力
）

今
年
こ
そ
は
、
会
員
の
み
な
さ

ま
と
再
び
楽
し
く
交
流
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

岩
手
支
部

�

前
　
田
　
敬
　
之

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
支
部
総
会
が
開
催
で
き
な

か
っ
た
２
年
の
間
に
常
連
の
大
先

輩
が
た
が
相
次
い
で
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
は
な
ん
と
か
と
か

集
ま
り
た
い
も
の
と
期
待
し
て
、

令
和
４
年
の
岩
手
支
部
総
会
は
７

月
22
日
（
金
）
に
盛
岡
市
内
会
場

に
て
開
催
の
方
向
と
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
会
員
の
皆
様
へ
の
正

式
案
内
は
県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
状

況
を
見
て
判
断
す
る
予
定
で
す
。

（
同
窓
会
本
部
か
ら
の
最
新
開
催

情
報
と
し
て
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
情
報
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

事
務
局　

前
田
敬
之　

Ｈ
５
年
卒

（
岩
手
県
保
健
福
祉
部
地
域
福
祉
課
）

019-629-5420

宮
城
支
部

�

酒
　
井
　
昌
　
弘

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
問
題
の
た
め
に
、
残
念

な
が
ら
支
部
活
動
が
全
面
的
に
休

止
状
態
と
な
り
、
毎
年
恒
例
の
支

部
総
会
、
役
員
幹
事
懇
談
会
、
東

北
芝
蘭
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

１ 

．
そ
の
中
で
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
高
橋
宏
明
同

窓
会
副
会
長
兼
宮
城
支
部
長
が

秋
の
叙
勲
で
最
高
位
の
旭
日
大

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
た
く
、
私
た
ち
同
窓

生
と
し
て
大
変
誇
り
に
思
う
次

第
で
す
。

 　

高
橋
さ
ん
は
東
北
電
力
社

長
、
会
長
を
務
め
２
０
１
０
年

に
は
東
北
経
済
連
合
会
長
に
就

任
、
東
日
本
大
震
災
で
は
復
興

の
旗
振
り
役
の
一
人
と
し
て
政

府
に
政
策
を
提
言
し
被
災
地
の

再
生
に
尽
く
さ
れ
、
ま
た
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ

Ｃ
）
の
北
上
山
地
へ
の
誘
致
運

動
の
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
東
北
地

方
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

２
．
令
和
４
年
度
総
会
の
予
定

　
（
日　

程
）

　
　

７
月
15
日
（
金
）
18
：
00
～

　
（
会　

場
）

　
　

仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　
　
（
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
東
口
最
寄
り
）

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
今
後
の

推
移
に
よ
り
開
催
の
可
否
を

最
終
決
定
い
た
し
ま
す
。

３ 

．
中
善
並
木
桜
基
金
賛
助
協
力

学
生
・
市
民
の
憩
い
の
場
で

あ
り
、
私
た
ち
法
学
部
同
窓
生

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
で
あ
る
（
川
内

キ
ャ
ン
パ
ス
）
中
善
並
木
の
サ

ク
ラ
が
老
木
と
な
り
植
え
替
え

の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

本
部
同
窓
会
か
ら
植
え
替
え
資

金
の
賛
助
呼
び
か
け
を
行
っ
て
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お
り
ま
す
が
、
宮
城
支
部
も
地

元
支
部
と
し
て
積
極
的
に
協
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
． 
支
部
事
務
局
長
交
代

 　

４
月
よ
り
前
任
酒
井
昌
弘

（
昭
43
年
卒
）
か
ら
渡
辺
泰
宏

さ
ん
（
昭
53
卒
、
現
在
、
全
学

同
窓
会
宮
城
萩
友
会
副
会
長
）

に
交
代
い
た
し
ま
し
た
の
で
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

福
島
支
部

�

板
　
垣
　
良
　
夫

福
島
支
部
の
板
垣
で
す
。
当
支

部
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
令
和
２
年
度
、
３
年
度
は
中
止

と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は

残
念
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

現
在
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
令
和
４
年
度

の
福
島
支
部
の
総
会
は
、
10
月
28

日
（
金
）
午
後
６
時
、
杉
妻
会
館

に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

（
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
応
じ
て
中

止
・
延
期
等
あ
り
）。

皆
様
と
と
も
に
一
日
も
早
い
コ

ロ
ナ
終
息
を
祈
り
つ
つ
、
お
会
い

で
き
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
転
勤
等
で
福
島
県
へ

転
居
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
福
島
支
部
事
務
局

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

福
島
支
部
事
務
局
担
当　

 
　

板
垣
良
夫　

平
成
12
年
卒　

E-m
ail

： 

　

tohoku.law
.fks@

gm
ail.com

新
潟
支
部

�

武
　
石
　
宜
　
夫

コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
に
な
り
ま

す
。
同
窓
会
活
動
の
か
な
め
と
な

る
支
部
総
会
は
下
記
の
通
り
で
予

定
し
て
い
ま
す
。
理
事
会
７
月
８

日
支
部
総
会
は
８
月
27
日
（
土
）

で
す
。
学
生
歌
は
口
パ
ク
、
懇
親

会
は
手
酌
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
コ

ロ
ナ
状
況
を
見
定
め
て
開
催
が
本

決
ま
り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
支
部

会
員
の
皆
様
に
は
ご
連
絡
を
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、
ま
た
皆
で
再
会

し
ま
し
ょ
う
。　

支
部
長　

武
石
宜
夫
（
Ｓ
46
年
卒
）

東
京
支
部

�

澤
　
田
　
　
　
淳

７
月
２
日
（
土
）
に
開
催
予
定

の
東
京
支
部
会
の
総
会
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
は
、
開
催
す
る
方

向
で
す
が
、
５
月
の
連
休
明
け
の

総
会
案
内
状
発
送
期
限
時
点
で
の

世
の
中
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑

み
て
、
最
終
判
断
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
で
最
新

状
況
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
10
日
頃
時
点
の
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に

判
断
を
い
た
し
ま
す

① 

感
染
症
法
の
種
類
が
５
類
（
既

知
の
感
染
症
）
と
な
り
、
そ
の

後
、
遠
く
な
い
時
期
に
、
コ
ロ

ナ
禍
の
収
束
が
見
え
て
お
り
、

７
月
２
日
の
総
会
時
に
立
食
形

式
の
懇
親
会
が
可
能
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
総
会
案
内
通
知
を

発
送
、
実
施
し
ま
す
。

② 

感
染
症
法
の
種
類
が
依
然
と
し

て
２
類
（
危
険
性
の
高
い
感
染

症
）
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
場
合
は
、
本

年
度
も
中
止
と
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、
事
務
局
で
住
所
を

把
握
し
て
い
る
会
員
に
対
し
て

は
、
官
製
は
が
き
に
、
本
年
度
中

止
に
至
っ
た
判
断
の
経
緯
と
次
年

度
の
開
催
予
定
を
記
し
て
、
会
員

へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

（
３
年
間
連
続
し
て
、
会
員
に

連
絡
な
し
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
）

事
務
局
長　

澤
田
淳
（
Ｓ
45
年
卒
）

　

本
稿
校
正
中
に
開
催
中
止
が
決

ま
り
ま
し
た
。

東
海
支
部

【�

東
北
大
学
法
学
部
同
窓
会　

�

東
海
支
部
の
総
会
中
止
に

つ
い
て
】

�

檀
　
浦
　
康
　
仁

令
和
３
年
の
東
北
大
学
法
学
部

同
窓
会
東
海
支
部
総
会
及
び
懇
親

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
拡
大
を
受
け
、
令
和
２
年
に

続
き
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
の
総
会
及
び
懇
親
会

を
こ
れ
ま
で
の
名
古
屋
キ
ャ
ッ
ス

ル
プ
ラ
ザ
（
閉
館
）
に
代
わ
る
新

た
な
会
場
で
開
催
し
た
く
模
索
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
大
変
残
念
な

が
ら
、
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
段

階
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
数
が
史
上
最
多
を
更
新
し

続
け
て
お
り
、
当
地
に
お
い
て
は
、

や
む
な
く
一
昨
年
及
び
昨
年
に
引

き
続
き
、
開
催
を
さ
せ
て
頂
か
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に

よ
っ
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
し
ま
う
こ
と
の
辛
さ
、

連
帯
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
で
き
な
い
こ
と
で
、

か
え
っ
て
強
く
同
窓
会
の
あ
り
が
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た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

前
代
未
聞
の
３
年
連
続
の
総

会
・
懇
親
会
中
止
と
い
う
こ
と

で
、
令
和
５
年
の
総
会
・
懇
親
会

は
、
鋭
意
、
新
会
場
を
探
さ
せ
て

頂
き
、
４
年
分
楽
し
め
る
よ
う
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

文
責
：

檀
浦
康
仁
（
平
成
11
年
卒
）

大
阪
支
部

�

藤
　
田
　
勝
　
利

令
和
４
年
の
大
阪
支
部
同
窓
会

総
会
は
９
月
16
日
（
金
）
を
予
定

し
て
ま
す
が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

の
推
移
か
ら
次
回
の
幹
事
会
で
ど

う
す
る
か
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
て
ま

す
東
北
大
学
萩
友
会
関
西
交
流

会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
年

間
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は

東
北
大
学
115
周
年
関
西
萩
友
会

15
周
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
の

で
３
月
６
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
野
英
男
総
長

に
よ
る
近
時
の
大
学
の
取
組
の
説

明
や
理
学
研
究
科
の
須
賀
教
授
に

よ
る
「
海
と
地
球
温
暖
化
」
に
関

す
る
講
演
な
ど
中
身
の
濃
い
交
流

会
で
し
た
。
詳
し
く
は
東
北
大
学

２
０
２
２
年
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

支
部
長　

藤
田
勝
利
（
Ｓ
42
年
卒
）

広
島
支
部

�

同
窓
会
広
島
支
部
の�

近
況
に
つ
い
て

�

風
呂
橋
　
　
　
誠

こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
各
支
部
の
総
会
等
も
中
止
や

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ

が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
広
島
支

部
に
お
い
て
も
、令
和
２
年
度
は
、

中
止
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
令
和
３
年
度
は
、

試
験
的
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
い
う
無
料
ソ
フ
ト

を
利
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
使
え
る
メ
ン

バ
ー
だ
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で

し
た
が
、
約
10
名
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
に
顔
を
見

な
が
ら
懇
親
会
（
宅
飲
み
）
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
画
面
越
し

に
、
近
況
報
告
や
再
会
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
無

料
ソ
フ
ト
で
は
、
40
分
で
一
旦
終

了
し
、
再
度
、
接
続
し
な
お
す
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
員

が
３
セ
ッ
ト
（
２
時
間
）
参
加
し
、

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

支
部
会
員
の
方
に
は
事
前
に
ご

案
内
し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

度
も
６
月
11
日
17
時
よ
り
、
昨
年

同
様
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
中
心
と

し
つ
つ
、
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
等
に
自
信
は
な
い
が
、
今
後

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
い
う

方
、
是
非
、
お
気
軽
に
メ
ル
ア
ド

な
ど
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

東
北
大
学
法
学
部
同
窓
会

広
島
支
部
事
務
局
長

　

風
呂
橋　

誠
（
昭
和
62
年
）

tohoku.law.hiroshima@gmail.com

法
科
大
学
院
支
部

��

令
和
３
年
度
東
北
大
学�

法
学
部
同
窓
会
法
科
大
学
院�

部
会
総
会
、
記
念
講
演
会
の

ご
報
告

�

都
　
築
　
直
　
哉

１　

は
じ
め
に

令
和
３
年
10
月
22
日
（
金
）
に
、

令
和
３
年
度
東
北
大
学
法
学
部
同

窓
会
法
科
大
学
院
部
会
総
会
及
び

記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
本

年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
、

総
会
と
同
日
に
懇
親
会
・
交
流
会

も
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

同
様
の
理
由
に
よ
り
、
本
年
度
の

開
催
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

２　

第
１
部　

記
念
講
演
会

本
学
で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
、
現

在
は
本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
渡
辺

達
徳
先
生
を
お
招
き
し
、
同
日
午

後
５
時
よ
り
、
本
学
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
教
育
研
究
棟
内
講
義
室
に

お
い
て
、
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

演
題
は
、「
多
発
す
る
自
然
災
害

と
防
災
規
範
と
し
て
の
判
例

－

東

日
本
大
震
災
津
波
訴
訟
か
ら
の
示

唆
」
で
し
た
。
津
波
関
連
訴
訟
４

件
を
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、
こ

れ
ら
の
判
決
か
ら
今
後
の
防
災
体

制
の
あ
り
方
や
、「
災
害
の
教
訓
」

に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
、
大
変
有

意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

３　

第
２
部　

総
会

講
演
会
終
了
後
、
同
日
午
後
６

時
30
分
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
で
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

都
築
直
哉
部
会
長
か
ら
の
開
会

の
挨
拶
、
佐
々
木
弘
通
法
科
大
学

院
長
か
ら
の
ご
挨
拶
を
経
て
、
協

議
・
報
告
に
入
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
具
体
的
な
決
議
事

項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
報
告

事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
教
育
の
現
状
と
課
題
、
法

曹
資
格
者
に
対
す
る
継
続
教
育
の

取
組
に
つ
い
て
佐
々
木
院
長
か

ら
、
萩
法
研
究
会
の
取
組
み
に
つ

い
て
赤
石
圭
裕
様
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
年
度
は
、
司
法
試
験
合
格
者
に

対
し
、
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
就
職
支

援
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

（33）第 49 号 令和4年5月30日会　　　　　　　　報



の
で
、
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
佐

藤
裕
一
教
授
か
ら
の
ご
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

協
議
事
項
と
し
て
、
卒
業
生

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
作
成
と
同

窓
会
名
簿
に
つ
き
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
作
成
に
賛
同
す
る

声
が
多
く
、
本
総
会
内
で
も
特
段

反
対
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
引
き
続
き
幹
事
が
そ
の
運

用
に
つ
き
協
議
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
名
簿
に
つ

い
て
も
、
送
付
方
法
・
名
簿
作
成

の
あ
り
方
に
つ
き
、
幹
事
会
に
て

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
伊
藤
今
日
平
副
部
会

長
か
ら
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て

総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

５　

総
括

本
年
度
も
ウ
ェ
ブ
で
の
講
演

会
・
総
会
の
開
催
と
な
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
同
窓
生
の
直
接
の
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
他
方
、
遠
方
の
同
窓
生
に

も
多
く
ご
出
席
頂
い
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
点
は
ウ
ェ
ブ
開
催

の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
も
考
え

て
お
り
ま
す
。

来
年
度
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
禍
が
沈

静
化
し
、
懇
親
会
・
交
流
会
も
再

び
開
催
で
き
る
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
る
と
と

も
に
、
ウ
ェ
ブ
の
併
用
等
、
多
く

の
同
窓
生
が
参
加
し
や
す
い
環

境
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

当
部
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

も
同
窓
会
の
発
展
に
努
め
て
参
る

所
存
で
す
の
で
、
ご
支
援
の
程
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

以
上
（
法
院
Ｈ
22
年
卒
）

東
北
大
学
登
録
有
形
文
化
財　

50
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
の
う
ち
、
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
を
文
化

財
と
し
て
登
録
し
、
届
出
制
と
い
う
緩
や
か
な
規
制
を
通
じ
て
保
存
が
図
ら
れ
た

も
の
で
、
現
在
13
点
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

01　旧制第二高等学校正門03　 旧仙台医学専門学校六号教室（魯迅の
階段教室）

02　旧仙台医学専門学校博物・理化学教室04　旧第二高等学校書庫（現 文化財収蔵庫）
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05　旧東北帝国大学正門

06　 旧東北帝国大学附属図書館閲覧室
（現 史料館）

07　  旧東北帝国大学法文学部第二研究室
（現 会計大学院研究棟）

08　 旧東北帝国大学理学部化学教室棟
（現 東北大学本部棟）

09　 旧東北帝国大学理学部生物学教室
（現 東北大学本部棟）

10　 旧東北帝国大学工学部機械学及び電気学
教室（現多元物質科学研究所南 1 号館）

11　 旧東北帝国大学工学部機械学及び電気学
実験室（現多元物質科学研究所事務棟）

12　 旧仙台高等工業学校建築学科棟
（現 21世紀情報通信研究開発センター）

13　本多記念館

（写真提供：東北大学登録有形文化財ガイドブック）
（個別の写真説明については同ガイドブックを参照ください）
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〇
今
年
度
４
月
か
ら
研
究
科
長
が
成

瀬
教
授
か
ら
戸
澤
教
授
へ
と
交
代
し

ま
し
た
。
成
瀬
教
授
は
本
来
の
２
年
間

任
期
を
こ
え
て
３
年
間
に
わ
た
り
コ

ロ
ナ
状
況
対
応
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
支
部
総
会
も
軒
並
み
中
止
と

な
っ
た
た
め
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
顔
を

出
す
機
会
も
ほ
と
ん
ど
作
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
折
を
見
て
支
部
会
合
に

も
ご
参
加
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

〇
東
北
帝
大
に
法
文
学
部
が
で
き
て

今
年
で
100
年
に
な
り
ま
す
。
大
野
総
長

の
祝
辞
に
加
え
て
、
今
回
こ
の
百
年
の

歩
み
を
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
で
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
２
名
で
ス
タ
ー
ト

し
た
教
授
陣
も
現
在
で
は
53
名
と
な

り
、
19
教
科
で
始
ま
っ
た
講
座
は
現
在

70
教
科
を
越
え
、
今
更
な
が
ら
法
律
の

細
分
化
と
学
習
選
択
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
記
録
は
今

後
法
学
部
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
作
成

さ
れ
る
予
定
で
す
。

〇
世
を
挙
げ
て
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
の
会

合
自
粛
が
相
次
ぎ
支
部
総
会
や
同
期

会
開
催
が
ほ
ぼ
見
送
ら
れ
、
た
よ
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
号
で
は
会
員

だ
よ
り
欄
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
会

員
の
多
面
的
な
活
躍
ぶ
り
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。
リ
タ
イ
ア
後
の
皆
様
の
取

組
に
つ
い
て
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。

〇
法
学
教
育
研
究
支
援
基
金
の
発
足

に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
か
ら
法
学
部
に

対
す
る
支
援
寄
付
金
の
免
税
措
置
が

容
易
に
な
り
ま
し
た
。
後
輩
の
活
動
の

た
め
に
よ
り
強
力
な
援
助
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

〇
か
つ
て
の
追
廻
住
宅
の
跡
地
に
青

葉
城
公
園
が
整
備
中
で
す
。
仙
台
藩
重

臣
片
倉
小
十
郎
屋
敷
跡
に
ふ
さ
わ
し

い
御
広
間
・
書
院
・
回
廊
の
一
部
を
模

し
た
仙
台
緑
彩
館
を
中
心
に
新
し
い

仙
台
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。

開
館
は
令
和
５
年
４
月
26
日
の
由
。

〇
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
が
作
成
し

た
「
外
尾
健
一
さ
ん
を
偲
ん
で
」
と
い

う
冊
子
を
頂
き
ま
し
た
。
大
野
総
長
の

弔
辞
を
は
じ
め
、
小
田
中
名
誉
教
授
・

桑
村
教
授
・
嵩
教
授
・
得
津
教
授
・
樋

口
名
誉
教
授
・
藤
田
名
誉
教
授
な
ど
本

学
の
先
生
方
や
門
下
生
の
皆
さ
ん
の

寄
稿
も
多
く
外
尾
先
生
の
お
人
柄
が

多
面
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
号

の
「
温
故
知
新
」
に
先
生
の
肉
声
あ
ふ

れ
る
お
話
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に
先
生
の
＇
ひ
と

こ
と
＇＇
ひ
と
り
ご
と
＇
を
紹
介
し
ま

し
た
。
先
生
の
研
究
に
向
き
合
う
真
摯

な
態
度
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
合

わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

〇
東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
、
16
日
ま

た
し
て
も
強
烈
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し

た
。
事
務
局
で
も
机
上
や
書
棚
の
フ
ァ

イ
ル
や
書
籍
資
料
が
散
乱
し
片
づ
け

に
小
一
時
間
か
か
り
ま
し
た
。
卒
業
式

も
予
定
会
場
が
利
用
不
可
と
な
り
急

遽
川
内
記
念
講
堂
に
変
更
さ
れ
、
久
し

ぶ
り
に
華
や
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
光
景

と
な
り
ま
し
た
。
入
学
式
は
ゼ
ビ
オ
ア

リ
ー
ナ
仙
台
に
会
場
を
代
え
て
３
年

ぶ
り
に
４
月
開
催
が
出
来
ま
し
た
。
今

年
の
卒
業
生
は
156
名
（
内
女
子
52
名
）、

修
了
生
は
72
名
（
女
子
23
名
）。
法
学

部
入
学
生
は
170
名
（
そ
の
内
女
子
は
65

名
38
％
）
で
し
た
。
大
学
院
で
は
研
究

４
名
（
１
名
）・
法
科
61
名
（
17
名
）・

公
共
31
名
（
10
名
）
で
し
た
。
社
会
へ

出
た
皆
さ
ん
に
は
こ
の
つ
ら
か
っ
た

２
年
の
経
験
を
バ
ネ
に
長
期
的
な
視

野
を
持
ち
な
が
ら
目
の
前
の
仕
事
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
大
い
に

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
清
水
）

�

（
令
和
３
年
度
に
判
明
の
方
）

逝
去
年
月　

お
名
前　
　
　
　

卒
年

Ｒ
３
・
２ 
佐
藤　
　

正
殿　

Ｓ
19･

９

Ｒ
３
・
５ 

梅
沢　

博
幸
殿　

Ｓ
22
・
３

Ｒ
４
・
１ 

奥
平　

高
志
殿　

Ｓ
22
・
３

Ｒ
２
・
７ 

田
嶋　

喜
衛
殿　

Ｓ
23
・
３

Ｒ
２
・
７ 

星
野　
　

猛
殿　

Ｓ
23
・
３

Ｒ
２･

12 

高
松　

三
郎
殿　

Ｓ
25
・
３

Ｒ
２
・
４ 

秋
元　

和
好
殿　

Ｓ
26
・
３

Ｒ
４
・
２ 

新
井　

道
彦
殿　

Ｓ
27
・
３

Ｒ
３
・
５ 

今
村　

忠
哉
殿　

Ｓ
27
・
３

Ｒ
２
・
１ 

佐
藤　

浩
三
殿　
Ｓ
28
・
３（
旧
）

Ｒ
１
・
12 

寿
松
木　

公
殿　
Ｓ
28
・
３（
旧
）

Ｒ
４
・
１ 

佐
藤　

伸
一
殿　
Ｓ
28
・
３（
新
）

Ｒ
２
・
８ 

髙
橋　

和
雄
殿　
Ｓ
28
・
３（
新
）

Ｒ
２
・
４ 

湯
村　
　

昭
殿　
Ｓ
28
・
３（
新
）

Ｒ
２
・
４ 

清
本　
　

敬
殿　

Ｓ
29
・
３

Ｒ
２
・
９ 

星　
　

利
夫
殿　

Ｓ
29
・
３

Ｒ
３
・
４ 

岩
波　
　

勝
殿　

Ｓ
30
・
３

Ｒ
２
・
12 

齋
藤　

哲
也
殿　

Ｓ
31
・
３

Ｒ
３
・
４ 

千
葉　
　

裕
殿　

Ｓ
31
・
３

Ｒ
２
・
12 

池
本　
　

正
殿　

Ｓ
32
・
３

Ｒ
１
・
10 

増
田　

一
之
殿　

Ｓ
32
・
３

Ｒ
３
・
４ 

石
川　
　

彪
殿　

Ｓ
33
・
３

Ｒ
３
・
９ 

伊
藤　

圓
亢
殿　

Ｓ
33
・
３

Ｒ
２
・
３ 

石
黒　

良
雄
殿　

Ｓ
34
・
３

Ｒ
２
・
５ 

作
田　

克
之
殿　

Ｓ
34
・
３

Ｒ
２
・
７ 

鈴
木　

英
夫
殿　

Ｓ
34
・
３

Ｒ
３
・
４ 

坪
山　
　

繁
殿　

Ｓ
34
・
３

Ｒ
２
・
８ 

渡
辺　

康
夫
殿　

Ｓ
34･

７

Ｒ
２
・
８ 

阿
部　

純
一
殿　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
３･

７ 

小
野
徳
次
郎
殿　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
２
・
６ 

鞍
谷　

東
夫
殿　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
３
・
５ 

田
中　

義
眞
殿　

Ｓ
35
・
３

Ｒ
３
・
11 

秋
葉　

常
夫
殿　

Ｓ
36･

３

Ｒ
２
・
12 

塚
田　

一
雄
殿　

Ｓ
36
・
３

Ｒ
２
・
３ 

金
井　
　

公
殿　

Ｓ
37
・
３

Ｒ
３
・
４ 

佐
藤　
　

武
殿　

Ｓ
37
・
３

Ｒ
１
・
７ 

岩
崎　

量
生
殿　

Ｓ
38
・
３

Ｒ
３
・
５ 

田
中　
　

寛
殿　

Ｓ
38
・
３

Ｒ
２
・
３ 
大
西　

昭
午
殿　

Ｓ
39
・
３

Ｒ
２
・
３ 
小
林　

幸
正
殿　

Ｓ
39
・
３

Ｒ
３
・
10 

酒
井　

聖
輝
殿　

Ｓ
39
・
３

Ｒ
３
・
11 

須
藤　

義
弘
殿　

Ｓ
39
・
３

Ｒ
３
・
５ 

田
代　

菊
雄
殿　

Ｓ
39
・
３

Ｒ
３
・
11 

堀
口　

正
明
殿　

Ｓ
39
・
３

Ｒ
３
・
２ 

薄
井　

泰
一
殿　

Ｓ
40
・
３

Ｒ
３
・
１ 

中
村　
　

靖
殿　

Ｓ
41
・
３

Ｒ
３
・
２ 

日
詰　

征
郎
殿　

Ｓ
43
・
３

Ｒ
３
・
５ 

関
根
隆
太
郎
殿　

Ｓ
44
・
３

Ｒ
２
・
５ 

高
松　

盛
太
殿　

Ｓ
45
・
３

Ｈ
30
・
12 

中
丸　

素
明
殿　

Ｓ
46
・
３

Ｒ
３
・
１ 

髙
橋　

春
夫
殿　

Ｓ
56
・
３

Ｒ
３
・
９ 

佐
々
木
和
浩
殿　

Ｓ
59
・
３

Ｒ
３
・
３ 

荘
子　

邦
雄
殿　

旧
教
官

Ｒ
３
・
３ 

外
尾　

健
一
殿　

旧
教
官

Ｒ
３
・
２ 

望
月
禮
次
郎
殿　

旧
教
官

Ｒ
３
・
10 

坂
田　
　

宏
殿　

教
員

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

第 49 号（36）会　　　　　　　　報令和4年5月30日


